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注意 

本文書は、情報提供の目的のみのために提供されるものです。本書の発行時点

における AWS の現行製品と慣行を表したものであり、それらは予告なく変更

されることがあります。お客様は本文書の情報および AWS 製品の使用につい

て独自に評価する責任を負うものとします。これらの情報は、明示または黙示

を問わずいかなる保証も伴うことなく、「現状のまま」提供されるものです。

本書のいかなる内容も、AWS、その関係者、サプライヤー、またはライセン

サーからの保証、表明、契約的責任、条件や確約を意味するものではありませ

ん。AWS がそのお客様に対して負う責任と義務は AWS の契約によって管理さ

れ、本書は、AWS とそのお客様の間のいかなる契約にも属さず、そのような

契約を変更するものでもありません。 
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要約 

本書では、アーキテクト、データサイエンティスト、および開発者のために 

AWS クラウドで利用できるビッグデータ分析オプションとしての各種サービ

スを紹介し、サービスごとに以下の各項目について説明します。 

1. 最適な使用パターン 

2. 料金モデル 

3. パフォーマンス 

4. 耐久性と可用性 

5. スケーラビリティと伸縮性 

6. インターフェイス 

7. アンチパターン 

本書の最後に分析オプションの導入事例と AWS でビッグデータ分析を開始す

る際に役立つその他の参考資料を記載しています。 
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はじめに 

社会のデジタル化が進むほど、データの作成や収集が活発化し、データ量は加

速度的に増えていきます。従来の分析ツールでは、この増え続けるデータに対

応しきれなくなります。データが生成される量とデータを効果的に分析できる

量のギャップを埋めるには、革新が必要です。 

ビッグデータ用のツールやテクノロジーを使用すると、データの効率的な分析

が可能になり、顧客ニーズの理解を深め、市場での競争優位を確立し、ビジネ

スを成長させるためのチャンスが生まれます。また、課題も浮き彫りになりま

す。データ管理アーキテクチャは、従来のデータウェアハウスモデルから、よ

り複雑なアーキテクチャへと進化し、リアルタイムバッチ処理、構造化データ

/非構造化データ、高速トランザクションなどの新しく追加された要件に対処

するようになっています。 

アマゾン ウェブ サービス (AWS) が提供するマネージド型サービスの広範なプ

ラットフォームでは、エンドツーエンドのビッグデータアプリケーションの構

築、セキュリティ保護、シームレスなスケールがすばやく簡単に実現できま

す。アプリケーションの要件がリアルタイムのストリーミングであるか、バッ

チデータ処理であるかを問わず、AWS が提供するインフラストラクチャと

ツールを使えば、今後のビッグデータプロジェクトに対応できるようになりま

す。ハードウェアの調達は不要であり、インフラストラクチャの管理やスケー

ルも不要です。ビッグデータの収集、保存、処理、分析のみに集中できます。

AWS には、増え続けるデータに対応し、ビジネスへの洞察をもたらすために

特化された分析ソリューションのエコシステムがあります。 
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AWS でビッグデータ分析を行う利点 

大規模なデータセットの分析には、入力データの量と分析の種類に応じてス

ケールできる強力なコンピューティング性能が要求されます。このようなビッ

グデータワークロードの特徴に最適なのは、需要に応じてアプリケーションを

容易にスケールアップ/ダウンできる従量課金制のクラウドコンピューティン

グドモデルです。AWS では、要件の変動に応じて、環境を簡単に (縦横に) ス

ケールしてニーズを満たすことができます。新しいハードウェアを追加する必

要はなく、必要な容量をプロビジョニングするために過剰投資を強いられるこ

ともありません。 

従来のインフラストラクチャのミッションクリティカルなアプリケーションで

は、ビジネスニーズが増大してデータが急増した場合に備えてシステムは常に

対応可能であることが要求されるため、システムデザイナーはオーバープロビ

ジョニングせざるを得ません。それに対して、AWS では、わずか数分でプロ

ビジョニングする容量を増やしてコンピューティングできます。つまり、ビッ

グデータアプリケーションは需要に応じて伸縮するため、システムはほぼ最適

な効率で動作します。 

さらに、AWS のグローバルインフラストラクチャの柔軟なコンピューティン

グでは、さまざまな地理的リージョンを利用できるだけでなく、他のスケーラ

ブルなサービスと連携して高度なビッグデータアプリケーションを構築できま

す。1 連携できる他のサービスとしては、データを保存する Amazon Simple 

Storage Service (Amazon S3)、移動するジョブの調整とデータの変換を容易に

する AWS Data Pipeline2、接続されたデバイスがクラウドアプリケーションや

その他の接続されたデバイスとの間でやり取りできる AWS IoT などがあり 

ます。3 

http://aws.amazon.com/about-aws/globalinfrastructure/
https://aws.amazon.com/s3/
http://aws.amazon.com/datapipeline/
https://aws.amazon.com/iot/


アマゾン ウェブ サービス – AWS でのビッグデータ分析オプション 

ページ 3/46  

さらに、AWS にはクラウドにデータを移行するためのオプションとして、ペ

タバイト級のデータを高速転送する AWS Import/Export Snowball、ストリー

ミングデータをロードする Amazon Kinesis Firehose、スケーラブルでプライ

ベートな接続を確立する AWS Direct Connect など、セキュリティで保護され

た多くのツールがあります。4 モバイルでの利用の急増に対応するには、AWS 

Mobile Hub 内のサービスのスイートを使用して、アプリの使用状況やデータ

を収集・計測したり、データを別のサービスにエクスポートして詳しいカスタ

ム分析を実施したりできます。5 

このような AWS プラットフォームの機能は、ビッグデータ問題の解決に最適

であり、多くのお客様が AWS でのビッグデータ分析ワークロードの実装に成

功しています。導入事例の詳細については、「ビッグデータ活用における 

AWS 国内導入事例 Powered by the AWS クラウド」を参照してください。6 

以下のサービスの順に、ビッグデータの収集、処理、保存、および分析につい

て説明します。 

 Amazon Kinesis Streams 

 AWS Lambda 

 Amazon Elastic MapReduce 

 Amazon Machine Learning 

 Amazon DynamoDB 

 Amazon Redshift 

 Amazon Elasticsearch Service 

 Amazon QuickSight 

さらに、Amazon EC2 インスタンスをセルフマネージド型のビッグデータアプ

リケーションとして使用することもできます。 

https://aws.amazon.com/importexport/
http://aws.amazon.com/kinesis/firehose
https://aws.amazon.com/directconnect/
https://aws.amazon.com/iot/
https://aws.amazon.com/iot/
http://aws.amazon.com/solutions/case-studies/big-data/
http://aws.amazon.com/solutions/case-studies/big-data/
http://aws.amazon.com/solutions/case-studies/big-data/
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Amazon Kinesis Streams 

Amazon Kinesis Streams を使用して、ストリーミングデータをリアルタイムに

処理または分析するカスタムアプリケーションを構築できます。Amazon 

Kinesis Streams は、ウェブサイトのクリックストリーム、金融取引、ソーシャ

ルメディアフィード、IT ログ、場所追跡イベントなど、数十万ものソースから

毎時テラバイト単位で送られてくるデータを連続的に取得し保存します。7 

Amazon Kinesis クライアントライブラリ  (KCL) を使用すると、Amazon 

Kinesis アプリケーションを構築し、ストリーミングデータを使用してリアル

タイムのダッシュボードの駆動、アラートの生成、および動的な価格設定と広

告の実装を行うことができます。また、Amazon Kinesis Streams から他の 

AWS のサービス  (Amazon Simple Storage Service (Amazon S3)、Amazon 

Redshift、Amazon Elastic MapReduce (Amazon EMR)、AWS Lambda など) に

データを発行することもできます。 

AWS マネジメントコンソール、API11、または SDK を使用してデータストリー

ムに必要な入力と出力のレベルを 1 秒あたり 1 メガバイト (MB/sec) のブロッ

ク単位でプロビジョニングします。8 ストリームのサイズは、いつでも調整し

て増減できます。そのためにストリームを再起動する必要はなく、データソー

スからストリームへのデータのプッシュに影響を与えることもありません。ス

トリームに取り込まれたデータは、数秒以内で分析可能になります。 

ストリームデータは、同一リージョン内の複数のアベイラビリティーゾーンに 

24 時間保存されます。この間に、データの読み取り、再読み取り、バックフィ

ル、および分析が可能であり、長期保存のために  Amazon S3 や  Amazon 

Redshift にデータを移動することもできます。KCL を使用すると、開発者は、

ストリーミングデータの負荷分散、分散サービスの調整、および耐障害性のあ

るデータ処理に伴う手間のかかる作業から解放されて、ビジネスアプリケー

ションの作成に専念できます。 

https://aws.amazon.com/kinesis/streams
http://docs.aws.amazon.com/kinesis/latest/APIReference/Welcome.html
http://docs.aws.amazon.com/aws-sdk-php/v2/guide/service-kinesis.html
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最適な使用パターン 

Amazon Kinesis Streams は、プロデューサー (データソース) から迅速にデー

タを移動して継続的に処理する必要がある場合に役立ちます。たとえば、デー

タを変換して別のデータストアに送信する、メトリクスや分析をリアルタイム

で実行する、複数のストリームを取得してより複雑なストリームに集約する、

下流処理を行うなどの場合に適しています。Amazon Kinesis Streams を使用し

た一般的な分析のシナリオは以下のとおりです。 

 リアルタイムデータ分析 – Amazon Kinesis Streams では、ウェブサイト

のクリックストリームデータの分析や顧客エンゲージメント分析など、

ストリーミングデータのリアルタイム分析ができます。 

 ログとデータフィードの取り込みと処理 – Amazon Kinesis Streams を使

用すると、プロデューサーから Amazon Kinesis ストリームにデータを

直接プッシュできます。たとえば、システムとアプリケーションのログ

を Amazon Kinesis Streams に送信し、そのストリームに数秒以内にア

クセスして処理できます。これにより、フロントエンドサーバーやアプ

リケーションサーバーで障害が発生してもログデータが失われることは

なく、ソースでローカルに保存されるログも減少します。Amazon 

Kinesis Streams でデータの取り込みが加速されるのは、取り込むデータ

がサーバーでバッチ処理されずに送信されるためです。 

 リアルタイムのメトリクスとレポート作成 – Amazon Kinesis Streams に

取り込まれたデータからメトリクスを抽出し、KPI を生成することで、

リアルタイムでレポートとダッシュボードを実行できます。これによ

り、データ処理アプリケーションのロジックでは、データのバッチが到

着するのを待たずに、データがストリーミングされると同時に処理でき

ます。 
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料金モデル 

Amazon Kinesis Streams では、シンプルな従量制の課金システムを採用してお

り、前払いの義務や最低料金はなく、実際に利用したリソース分だけ支払いま

す。Amazon Kinesis ストリームは 1 つ以上のシャードで構成され、シャードご

とに読み取りトランザクションは 1 秒あたり 5 件、読み取られるデータ量は 

1 秒あたり最大 2 MB です。シャードごとに、書き込みトランザクションは 

1 秒あたり最大 1,000 件、書き込まれるデータ量は 1 秒あたり最大 1 MB です。 

ストリームのデータ容量は、ストリームに指定したシャードの数によって決ま

ります。ストリームの総容量は各シャードの容量の合計です。料金構成は、

シャード単位の時間料金と百万件の PUT トランザクションごとの料金の 2 つ

のみです。詳細については、Amazon EC2 料金表を参照してください。 9 

Amazon EC2 で実行して Amazon Kinesis ストリームを処理するアプリケー

ションには、Amazon EC2 の標準料金も適用されます。 

パフォーマンス 

Amazon Kinesis Streams では、必要なスループット容量をシャード単位で選択

できます。Amazon Kinesis ストリームのシャードごとに、1 秒あたり 1,000 件

の書き込みトランザクションを 1 秒あたり 1 MB のデータまでキャプチャでき

ます。Amazon Kinesis アプリケーションは、各シャードのデータを 1 秒あたり 

2 MB まで読み取ることができます。必要な容量に応じて、いくつでも必要な

だけのシャードをプロビジョニングできます。たとえば、1 GB/秒のデータス

トリームには 1,024 個のシャードが必要です。 

http://aws.amazon.com/kinesis/pricing/
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耐久性と可用性 

Amazon Kinesis Streams では、同じ AWS リージョン内の 3 つのアベイラビリ

ティーゾーン間でデータが同期的にレプリケートされため、高い可用性とデー

タ耐久性が得られます。 

さらに、DynamoDB にカーソルを保存して、Amazon Kinesis ストリームから

読み取られた内容を永続的に追跡できます。ストリームからデータを読み取り

中にアプリケーションで障害が発生した場合は、アプリケーションを再起動

し、カーソルを使用して、障害で中断した正確な箇所から読み取りを再開でき

ます。 

スケーラビリティと伸縮性 

ストリームの容量は、ビジネスニーズや運用ニーズに応じていつでも増減でき

ます。その際に、進行中のストリーム処理が中断されることはありません。

API 呼び出しや開発ツールを使用することで、Amazon Kinesis Streams 環境を

自動的にスケールして需要を満たし、使用分だけを支払うことができます。 

インターフェイス 

Amazon Kinesis Streams には 2 つのインターフェイスがあります。Amazon 

Kinesis Streams にデータを送信するためにデータプロデューサーで使用する入

力と、着信するデータを処理して分析するための出力です。プロデューサーで

は、データの入力に Amazon Kinesis PUT API、AWS Software Development 

Kit (SDK) またはツールキット抽象、Amazon Kinesis Producer Library (KPL)、

または Amazon Kinesis Agent を使用できます。10 

 

http://aws.amazon.com/tools/
http://aws.amazon.com/tools/
http://docs.aws.amazon.com/kinesis/latest/dev/developing-producers-with-kpl.html
http://docs.aws.amazon.com/kinesis/latest/dev/writing-with-agents.html
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Amazon Kinesis ストリームに入力されたデータを処理するには、ストリーミン

グデータをリアルタイムで処理するアプリケーションを構築および実行するた

めのクライアントライブラリが用意されています。KCL17 は、Amazon Kinesis 

Streams と特定の処理ロジックを含むビジネスアプリケーションとの仲介とし

て機能します。11 また、Amazon Kinesis ストリームと Apache Storm を統合して

前者から後者への読み取りを行う Amazon Kinesis Storm Spout もあります。12 

アンチパターン 

Amazon Kinesis Streams には以下のアンチパターンがあります。 

 小規模な一貫したスループット – Amazon Kinesis Streams は、200 KB/秒

以下のストリーミングデータにも使用できますが、実際はそれより大き

なデータのスループット用に設計および最適化されています。 

 長期のデータ保存と分析 – Amazon Kinesis Streams は、長期のデータ保

存には適していません。デフォルトでは、データの保持期間は 24 時間

であり、最大 7 日間まで保持期間を延長できます。7 日間より長く保存

する必要があるデータは、別の永続的なストレージサービス (Amazon 

S3、Amazon Glacier、Amazon Redshift、DynamoDB など) に移動でき

ます。 

AWS Lambda 

AWS Lambda を使用すると、サーバーをプロビジョニングまたは管理しなくて

もコードを実行できます。13 使用したコンピューティング時間に対してのみ課

金され、コードが実行中でなければ料金はかかりません。Lambda では、実質

的にすべてのタイプのアプリケーションやバックエンドサービスでコードを実

行でき、一切の管理が不要です。コードをアップロードするだけで、コードの

実行とスケールに必要な処理はすべて Lambda により自動的に実行され、高い

https://github.com/awslabs/amazon-kinesis-client
https://github.com/awslabs/kinesis-storm-spout
https://aws.amazon.com/lambda/
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可用性が維持されます。コードは、AWS の他のサービスから自動的にトリ

ガーするか、ウェブやモバイルアプリケーションから直接呼び出すように設定

できます。 

最適な使用パターン 

Lambda では、データの変更、システム状態の変化、ユーザーによるアクショ

ンなどのトリガーに応じてコードを実行できます。Lambda は、Amazon S3、

DynamoDB、Amazon Kinesis Streams、Amazon Simple Notification Service 

(Amazon SNS)、Amazon CloudWatch などの AWS のサービスから直接トリガー

されるため、さまざまなリアルタイムデータ処理システムを構築できます。 

 ファイルのリアルタイム処理 – Amazon S3 にアップロードしたファイル

や変更したファイルに対して、Lambda をトリガーして処理を呼び出す

ことができます。たとえば、Amazon S3 にアップロードしたイメージを

カラーからグレースケールに変更する場合などに便利です。 

 ストリームのリアルタイム処理 – Amazon Kinesis Streams と Lambda を

使用して、クリックストリーム分析、ログフィルタリング、およびソー

シャルメディア分析のためのストリーミングデータを処理できます。 

 抽出、変換、およびロード – Lambda を使用して、データリポジトリ間

でデータを変換してロードするためのジョブを実行できます。 

 cron の代用 – EC2 インスタンスで cron を実行するよりも安価で可用性

の高いソリューションとして、スケジュール式を使用して Lambda 関数

を定期的に実行できます。 

 AWS イベントの処理 – Amazon S3 にログインし、S3 バケット通知を

使用して Lambda 関数をトリガーするだけで、他の多くのサービス 

(AWS CloudTrail など) をイベントソースとして使用できます。 
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料金モデル 

Lambda では、使用した分だけの料金を支払います。料金は、関数に対するリ

クエスト数とコードの実行時間に応じて請求されます。Lambda では、毎月、

100 万件の無料リクエストおよび 400,000 GB/秒のコンピューティング時間が

無料利用枠となっています。無料利用枠を使い切ると、100 万件のリクエスト

あたり 0.20 USD (0.0000002 USD/リクエスト) が課金されます。さらに、

コードの実行時間に対しても、割り当てられたメモリに応じた料金がかかりま

す。1 GB/秒の使用につき 0.00001667 USD の料金が発生します。詳細につい

ては、Amazon AWS Lambda 料金表を参照してください。14 

パフォーマンス 

コードを Lambda に初めてデプロイすると、通常、アップロードの数秒以内に

関数の呼び出しの準備が完了します。Lambda は、ミリ秒単位でイベントを処

理するように設計されています。Lambda 関数を作成または更新した直後や、

最近使用していなかった場合は、レイテンシーが高くなります。 

耐久性と可用性 

Lambda は、レプリケーションと冗長性を通じて、サービス自体とそれが操作

する Lambda 関数の両方の高可用性を実現するよう設計されています。いずれ

に対しても、メンテナンスウィンドウや予定されたダウンタイムはありませ

ん。障害が発生すると、Lambda 関数の同期呼び出しでは応答として例外がス

ローされます。Lambda 関数の非同期呼び出しでは、最低 3 回の試行後にイベ

ントは拒否される場合があります。 

https://aws.amazon.com/lambda/pricing
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スケーラビリティと伸縮性 

実行できる Lambda 関数の数には制限がありません。ただし、安全策として同

一リージョン内でのアカウントあたりの同時実行数はデフォルトで 100 に制限

されています。この制限は、AWS サポートチームに連絡して引き上げること

ができます。 

Lambda は、ユーザーに代わって自動的にスケールするように設計されていま

す。関数のスケーリングに対する基本的な制限はありません。Lambda は、受

信イベントのレートに合わせて動的に容量を割り当てます。 

インターフェイス 

Lambda 関数は、さまざまな方法で管理できます。Lambda 関数は、Lambda 

コンソールのダッシュボードを使用して簡単に表示、削除、更新、およびモニ

タリングができます。Lambda 関数は、AWS CLI と AWS SDK で管理すること

もできます。 

Lambda 関数は、 Amazon S3 バケット通知、 DynamoDB Streams 、

CloudWatch ログ、Amazon SES、Amazon Kinesis Streams、Amazon SNS、

Amazon Cognito などの AWS イベントからトリガーできます。CloudTrail をサ

ポートするサービスでは、CloudTrail 監査ログに応答することで、どの API 呼

び出しでも Lambda のイベントとして処理できます。イベントソースの詳細に

ついては、「コアコンポーネント: AWS Lambda 関数とイベントソース」を参

照してください。15 

 

 

http://docs.aws.amazon.com/lambda/latest/dg/intro-core-components.html
http://docs.aws.amazon.com/lambda/latest/dg/intro-core-components.html
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Lambda は、Java、Node.js、Python などのプログラミング言語をサポートし

ています。コードには、既存のライブラリだけでなく、ネイティブライブラリ

も含めることができます。Lambda 関数は、Bash、Go、Ruby など、Amazon 

Linux AMI でサポートされている言語を使用して簡単にプロセスを起動できま

す。16詳細については、Node.js、Python、および Java に関するドキュメント

を参照してください。17 

アンチパターン 

Lambda には以下のアンチパターンがあります。 

 長期実行アプリケーション – 各 Lambda 関数は 300 秒以内に完了する

必要があります。ジョブの実行時間が 5 分を超えるような長期実行アプ

リケーションには、Amazon EC2 をお勧めします。または、Lambda 関

数のチェーンを作成して、関数 1 が関数 2 を呼び出し、関数 2 が関数 

3 を呼び出すというようにしてプロセスを完了します。 

 動的なウェブサイト – Lambda では、静的なウェブサイトは実行できま

すが、非常に動的で大容量のウェブサイトを実行すると、パフォーマン

スが大幅に制限される場合があります。動的なウェブサイトには、

Amazon EC2 や Amazon CloudFront を使用することをお勧めします。 

 ステートフルアプリケーション – Lambda のコードは、「ステートレ

ス」なスタイルで記述する必要があります。つまり、基盤となるコン

ピューティングインフラストラクチャとのアフィニティはないものと想

定する必要があります。ローカルファイルシステムへのアクセス、子プ

ロセス、および同様のアーティファクトはリクエストの有効期限を超え

ることができないため、すべての永続的な状態は Amazon S3、Amazon 

DynamoDB など、インターネットが利用可能なストレージサービスに保

存する必要があります。 

https://aws.amazon.com/amazon-linux-ami/
https://aws.amazon.com/amazon-linux-ami/
http://docs.aws.amazon.com/lambda/latest/dg/nodejs-create-deployment-pkg.html
http://docs.aws.amazon.com/lambda/latest/dg/lambda-python-how-to-create-deployment-package.html
http://docs.aws.amazon.com/lambda/latest/dg/lambda-java-how-to-create-deployment-package.html
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Amazon EMR 

Amazon EMR25 は、費用対効果の高い方法でデータを簡単に処理して迅速に保

存するための高分散コンピューティングフレームワークです。18 Amazon EMR 

は、オープンソースフレームワークである  Aacphe Hadoop を使用して、

Amazon EC2 インスタンスの拡大縮小可能なクラスター全体にデータおよび処

理を分散し、Hadoop の代表的なツールである Hive、Pig、Spark などを使用で

きるようにします。Hadoop はビッグデータの処理と分析を実行するフレーム

ワークを提供し、Hadoop クラスターのインフラストラクチャとソフトウェア

のプロビジョニング、管理、維持に伴うすべての手間のかかる作業は Amazon 

EMR が担当します。 

最適な使用パターン 

Amazon EMR の柔軟なフレームワークにより、データセットの小さなジョブへ

の分割、Hadoop クラスターの多数のコンピューティングノードへのジョブの

分散など、大規模な処理の問題が軽減されます。この機能は、ビッグデータ分

析のさまざまな使用パターンに役立ちます。数例を以下に示します。 

 ログの処理と分析 

 移動するデータの大規模な抽出、変換、およびロード (ETL) 

 リスクモデリングと脅威分析 

 広告ターゲティングとクリックストリーム分析 

 ゲノミクス 

 予測分析 

 アドホックデータマイニングと分析 

詳細については、「Amazon EMR のベストプラクティス」ホワイトペーパーを

参照してください。19 

http://aws.amazon.com/elasticmapreduce/
https://media.amazonwebservices.com/AWS_Amazon_EMR_Best_Practices.pdf
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料金モデル 

Amazon EMR では、無限に実行する永続的なクラスターを起動するか、分析の

完了後に終了する一時的なクラスターを起動することができます。いずれの場

合でも、料金はクラスターの実行時間分だけ発生します。 

Amazon EMR は、多様な Amazon EC2 インスタンスタイプ (スタンダード、ハ

イ CPU、ハイメモリ、ハイ I/O など) とすべての Amazon EC2 料金オプション 

(オンデマンド、リザーブド、およびスポット) をサポートしています。

Amazon EMR クラスター (「ジョブフロー」とも呼ばれます) を起動するとき

に、プロビジョニングする Amazon EC2 インスタンスの数とタイプを選択しま

す。Amazon EMR の料金は、Amazon EC2 の料金が加算された額です。詳細に

ついては、Amazon EMR 料金表を参照してください。20 

パフォーマンス 

Amazon EMR のパフォーマンスは、どのタイプの EC2 インスタンスを使用し

てクラスターを実行し、いくつの EC2 インスタンスを使用して分析を実行する

かに依存します。処理の要件に適したインスタンスタイプを選択し、十分なメ

モリ、ストレージ、および処理能力を確保する必要があります。EC2 インスタ

ンスの仕様の詳細については、「Amazon EC2 インスタンスタイプ」を参照し

てください。21 

耐久性と可用性 

デフォルトでは、Amazon EMR はコアノードのエラーに対して耐障害性があ

り、スレーブノードがダウンしてもジョブの実行を続行します。現時点では、

スレーブが失敗した場合に Amazon EMR で代わりのノードが自動的にプロビ

ジョニングされませんが、お客様はノードの状態をモニタリングして失敗した

ノードを CloudWatch で置き換えることができます。 

http://aws.amazon.com/elasticmapreduce/pricing/
http://aws.amazon.com/ec2/instance-types/
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マスターノードの障害はめったに発生しませんが、発生した場合に備えてデー

タを Amazon S3 などの永続的なストアにバックアップしておくことをお勧め

します。必要に応じて、MapR ディストリビューションで Amazon EMR を実

行することもできます。MapR は NameNode がないアーキテクチャーを提供

します。このアーキテクチャーは、自動フェイルオーバーおよびフォールバッ

クにより、複数の障害が同時に発生しても耐えることができます。22 メタデー

タは、データと同じように分散およびレプリケートされます。NameNode がな

いアーキテクチャーでは、保存できるファイル数に実質的に制限がなく、外部

のネットワーク接続ストレージにも依存しません。 

スケーラビリティと伸縮性 

Amazon EMR では、実行中のクラスターのサイズ変更が簡単にできます。23 

Hadoop Distributed File System (HDFS) を保持するコアノードをいつでも追加

して、処理能力を強化し、HDFS ストレージ容量 (およびスループット) を増や

すことができます。さらに、Amazon S3 をネイティブで使用するか、EMFS を

ローカル HDFS と併用または代用することで、メモリとコンピューティングを

ストレージから分離し、柔軟性とコスト効率を高めることができます。 

また、Hadoop ジョブを処理できるが HDFS を保持しないタスクノードは、い

つでも追加または削除できます。一部のお客様は、バッチ処理の発生時に何百

というインスタンスをクラスターに追加し、処理の完了時に余分なインスタン

スを削除しています。たとえば、クラスターで今後 6 か月間のデータ処理量が

予測できない場合や、処理ニーズが突発的に急増する場合があります。 

Amazon EMR では、いつでも容量を簡単に追加または削除できるため、将来の

ニーズの予測やピーク需要に備えたプロビジョニングは必要ありません。 

http://aws.amazon.com/elasticmapreduce/mapr/
http://docs.aws.amazon.com/ElasticMapReduce/latest/DeveloperGuide/emr-manage-resize.html
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また、コンソールで数回クリックするか、プログラムで API を 1 回呼び出すだ

けで、さまざまなサイズの新しいクラスターをいつでも一括して追加または削

除できます。24 

インターフェイス 

Amazon EMR は、ビッグデータ分析に使用できる、Hadoop 上で動作する多数

のツールをサポートしています。代表的なオプションを以下に簡単に紹介し 

ます。 

Hive 

Hive はオープンソースのデータウェアハウスであり、Hadoop 上で動作する分

析パッケージです。Hive は SQL ベースの言語である Hive QL で運用され、

データの構造化、集約、クエリを行うことができます。Hive QL は標準的な 

SQL を超えるものであり、map/reduce 関数や、JSON や Thrift といった複雑

で拡張可能なユーザー定義のデータタイプに対して高度なサポートを提供しま

す。この機能により、テキスト文書やログファイルなど、複雑で構造化されて

いないデータソースの処理が可能になります。 

Hive では Java で書かれたユーザー定義の関数を使用したユーザー拡張が可能

です。Amazon EMR では DynamoDB や Amazon S3 との直接統合など、Hive 

に多数の機能強化を行っています。たとえば、Amazon EMR では Amazon S3 

から自動的にテーブルパーティションを読み込んだり、一時ファイルを使用せ

ずに Amazon S3 のテーブルにデータを書き込んだり、カスタム map/reduce 操

作のスクリプトや追加のライブラリといった Amazon S3 のリソースにアクセ

スしたりすることができます。詳細については、「Apache Hive」 (Amazon 

EMR リリースガイド) を参照してください。25 

http://docs.aws.amazon.com/ElasticMapReduce/latest/API/Welcome.html
http://docs.aws.amazon.com/ElasticMapReduce/latest/ReleaseGuide/emr-hive.html
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Pig 

Pig は Hadoop 上で実行されるオープンソースの分析パッケージです。Pig は 

SQL に類似した言語である Pig Latin で運用され、データの構造化、集約、ク

エリを行うことができます。Pig Latin では、SQL に類似した操作に加えて、

map/reduce 関数および複雑で拡張可能なユーザー定義のデータタイプに対し

ても高度なサポートを提供します。この機能により、テキスト文書やログファ

イルなど、複雑で構造化されていないデータソースの処理が可能になります。 

Pig では Java で書かれたユーザー定義の関数を使用したユーザー拡張が可能で

す。Amazon EMR では、複数のファイルシステムの使用 (Pig は通常 1 つのリ

モートファイルシステムにのみアクセス可能)、Amazon S3 からの顧客の JAR 

やスクリプトの読み込み (例: 「REGISTER s3:///my-bucket/piggybank.jar」)、

文字列と日時の処理に関する追加機能など、Pig に多数の機能強化を行ってい

ます。詳細については、「Apache Pig」33 (Amazon EMR リリースガイド) を参

照してください。 

Spark 

Spark は、Hadoop 上に構築されたオープンソースのデータ分析エンジンであ

り、インメモリ MapReduce の基本機能を備えています。Spark は、特定の分

析を高速化します。また、Shark (SQL 駆動のデータウェアハウス)、Spark 

Streaming (ストリーミングアプリケーション)、GraphX (グラフシステム)、

MLlib (機械学習) など、他のパワーツールの基盤でもあります。詳細について

は、ブログ記事の「Amazon EMR クラスターへの Apache Spark のインストー

ル」を参照してください。26 

 

http://docs.aws.amazon.com/ElasticMapReduce/latest/ReleaseGuide/emr-pig.html
http://blogs.aws.amazon.com/bigdata/post/Tx15AY5C50K70RV/Installing-Apache-Spark-on-an-Amazon-EMR-Cluster
http://blogs.aws.amazon.com/bigdata/post/Tx15AY5C50K70RV/Installing-Apache-Spark-on-an-Amazon-EMR-Cluster
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HBase 

HBase は、Google の BigTable に基づいて設計されたオープンソースのリレー

ショナルでない分散データベースです。Apache Software Foundation の 

Hadoop プロジェクトの一部として開発され、Hadoop Distributed File System 

(HDFS) 上で動作して、BigTable に似た機能を Hadoop で実現します。HBase 

では、列ベースの圧縮および保存を使用することにより、障害に強く効率的な

方法で大量のスパースデータを保存できます。さらに、データがディスクでは

なくメモリに格納されるので、データ検索が迅速に実行されます。 

HBase は、シーケンシャル書き込み操作用に最適化されており、バッチ挿入、

更新、および削除処理に効率的に対応します。  HBase は、Hadoop のファイル

システムを共有して、Hadoop ジョブに対する直接入力および出力として機能

することで、Hadoop とシームレスに連携します。また、HBase テーブルに対

する SQL のようなクエリ、Hive ベースのテーブルとの結合、および Java 

Database Connectivity (JDBC) を有効にすることで、Apache Hive とも統合さ

れます。Amazon EMR では、HBase を Amazon S3 にバックアップ (完全/増

分、手動/自動) したり、以前に作成したバックアップから復元したりすること

ができます。詳細については、「HBase と EMR」 (Amazon EMR 開発者ガイ

ド) を参照してください。27 

Impala 

Impala は SQL 構文を使用したインタラクティブなアドホッククエリを行う 

Hadoop エコシステムのオープンソースツールです。これは、従来のリレー

ショナルデータベース管理システム (RDBMS) にある超並列処理 (MPP) エンジ

ンに類似した MPP を MapReduce の代わりに活用します。このアーキテクチャ

では、HDFS または HBase テーブルのデータを非常にすばやくクエリできるほ

か、多様なデータ型を処理するだけでなく実行時にスキーマを提供する 

Hadoop の機能を活用することができます。このため、Impala はインタラク

ティブでレイテンシーが短い分析を行う最適なツールです。 

http://docs.aws.amazon.com/ElasticMapReduce/latest/DeveloperGuide/emr-hbase.html
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また、Impala には Java および C++ のユーザー定義関数があり、ODBC ドライ

バーと JDBC ドライバーを通じて BI ツールに接続できます。Impala は Hive 

メタストアを使用して、パーティション名やデータ型などの入力データに関す

る情報を保管します。詳細については、「Impala と EMR」 (Amazon EMR 開

発者ガイド) を参照してください。28 

Hunk 

Hunk は、マシンデータにだれでもアクセスして利用し、そのデータから価値

を引き出せるようにするために Splunk によって開発されました。Hunk を使用

すると、Amazon EMR と Amazon S3 に保存されたデータをインタラクティブ

に探索、分析、および視覚化し、Hadoop で Splunk 分析を活用できます。詳細

については、「Amazon EMR with Hunk: Splunk Analytics for Hadoop and 

NoSQL」を参照してください。37 

Presto 

Presto は、低レイテンシーでアドホックなデータ分析用に最適化されたオープ

ンソースの分散 SQL クエリエンジンです。ANSI SQL 標準をサポートし、複雑

なクエリ、集計、結合、ウィンドウ関数を実行できます。Presto を使用して、

Hadoop Distributed File System (HDFS) や Amazon S3 など、複数のデータ

ソースのデータを処理できます。 

その他のサードパーティー製ツール 

Amazon EMR では、R (統計)、Mahout (機械学習)、Ganglia (モニタリング)、

Accumulo (安全な NoSQL データベース)、Hue (Hadoop データを分析するた

めのユーザーインターフェイス)、Sqoop (リレーショナルデータベースコネク

タ)、HCatalog (テーブルおよびストレージ管理) といった他の人気のあるさま

ざまなアプリケーションやツールを Hadoop エコシステムでサポートしてい 

ます。 

http://docs.aws.amazon.com/ElasticMapReduce/latest/DeveloperGuide/emr-impala.html
http://aws.amazon.com/elasticmapreduce/hunk/
http://aws.amazon.com/elasticmapreduce/hunk/
http://aws.amazon.com/elasticmapreduce/hunk/
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また、ビジネスニーズに対応するために独自のソフトウェアを Amazon EMR 

上にインストールすることもできます。AWS では、Amazon EMR の S3DistCp 

を使用して、大量のデータを Amazon S3 から HDFS へ、HDFS から Amazon 

S3 へ、および  Amazon S3 バケット間で移動できます。S3DistCp は、

MapReduce を使用して大量のデータを効率的に移動するオープンソースツー

ルである DistCp の拡張です。29 

必要に応じて、HDFS の実装である EMR File System (EMRFS) を使用し、

Amazon EMR クラスターのデータを Amazon S3 に保存することもできます。

EMRFS の整合性のあるビューに加えて、Amazon S3 サーバー側およびクライ

アント側の暗号化を有効にすることができます。EMRFS を使用すると、メタ

データストアが DynamoDB に透過的に構築されて Amazon S3 とのやり取りが

管理しやすくなり、複数の EMR クラスターで Amazon S3 の同じ EMRFS メタ

データおよびストレージを使用できるようになります。 

アンチパターン 

Amazon EMR には以下のアンチパターンがあります。 

 小さなデータセット – Amazon EMR は大量の並列処理用に構築されて

います。データセットが小さくて 1 つのマシン、1 つのスレッドで迅速

に実行できる場合があります。そのような小さなデータセットは、

MapReduce ジョブに余分なオーバーヘッドを与えるまでもなく、1 つの

システムのメモリ内で簡単に処理できます。 

 

 

 

http://docs.aws.amazon.com/ElasticMapReduce/latest/DeveloperGuide/UsingEMR_s3distcp.html
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 ACID トランザクション要件 – Hadoop で ACID (アトミック性、整合

性、分離、および堅牢性) または制限された ACID を達成する方法はい

くつかありますが、要件が厳格なワークロードに対しては別のデータ

ベース (Amazon RDS や、Amazon EC2 で実行するリレーショナルデー

タベースなど) を使うほうが適しています。 

Amazon Machine Learning 

Amazon ML は、予測分析や機械学習テクノロジーをだれでも利用できるよう

にするサービスです。30 Amazon ML は、複雑な機会学習 (ML) アルゴリズム

やテクノロジーを習得することなく、ML モデルを作成するための可視化ツー

ルとウィザードを提供します。モデルの準備ができたら、Amazon ML で API 

オペレーションを使用し、アプリケーションの予測を簡単に取得できます。カ

スタムの予測生成コードを実装したりインフラストラクチャを管理したりする

必要はありません。 

Amazon ML は、Amazon S3、Amazon Redshift、または Amazon RDS に保存

されているデータに基づいて ML モデルを作成できます。組み込まれている

ウィザードの手順に従って、データの操作、ML モデルのトレーニング、モデ

ルの品質の評価、ビジネスの目標に合わせた出力の調整をインタラクティブに

行うことができます。モデルの準備が整ったら、バッチを使用するか、低レイ

テンシーのリアルタイム API を使用して予測をリクエストできます。 

最適な使用パターン 

Amazon ML では効率よくデータのパターンを検索し、これらのパターンに基

づいて ML モデルを作成して、新しい未見のデータポイントに関する予測を生

成できます。たとえば、以下のことができます。 

https://aws.amazon.com/machine-learning/
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 疑わしいトランザクションにフラグを設定するアプリケーションの有効

化 – 新しいトランザクションが正当または不正であるかを予測する ML 

モデルを構築します。 

 製品需要の予測 – 注文の履歴情報を入力し、将来の注文数量を予測し 

ます。 

 アプリケーションコンテンツのパーソナライズ – ユーザーにとって最も

関心が高い事項を予測し、これらの予測をアプリケーションからリアル

タイムで取得します。 

 ユーザーアクティビティの予測 – ユーザーの行動を分析し、ウェブサイ

トをカスタマイズしてユーザーエクスエペリエンスを向上させます。 

 ソーシャルメディアからの情報の取り込み – ビジネスの意思決定に影響

を与える可能性があるソーシャルメディアフィードを取り込み、分析し

ます。 

料金モデル 

Amazon ML では、使用した分のみ料金が発生します。最低料金や前払いの義

務は発生しません。Amazon ML では、予測モデルを構築するためのコン

ピューティング所要時間に対する時間単位の料金と、アプリケーションのため

に生成された予測の数に応じた料金が請求されます。リアルタイムの予測に対

しては、モデルを実行するためのメモリ所要量に基づく時間単位のリザーブド

キャパシティー料金もかかります。 

データ分析、モデルトレーニング、および評価の料金は、それらを実行するた

めのコンピューティング所要時間に基づき、入力データのサイズと属性数、お

よび適用された変換の数と種類に応じて変動します。データの分析およびモデ

ルの構築料金は 0.42 USD/時間です。予測料金はバッチおよびリアルタイムに
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分かれます。バッチ予測は予測 1,000 件ごとに 0.10 USD で、端数は次の 

1,000 件に切り上げられます。リアルタイム予測は予測 1 件ごとに 0.0001 USD 

で、端数は次のペニーに切り上げられます。リアルタイム予測に対しては、モ

デルのためにプロビジョニングされたメモリ 10 MB ごとに 0.001 USD/時間の

リザーブドキャパシティー料金もかかります。 

モデルの作成時に、コストを管理して予測パフォーマンスを制御するために、

各モデルの最大メモリサイズを指定します。リザーブドキャパシティー料金が

かかるのは、リアルタイム予測でモデルを有効にしている間のみです。

Amazon S3、Amazon RDS、または Amazon Redshift に保存されたデータの料

金は個別に請求されます。詳細については、Amazon Machine Learning 料金表

を参照してください。31 

パフォーマンス 

モデルを作成する所要時間や、これらのモデルからバッチ予測をリクエストす

る所要時間は、データレコードの数、これらのレコード内に含まれる属性の種

類とディストリビューション、および指定するデータ処理の「レシピ」の複雑

さに応じて異なります。 

大部分のリアルタイム予測リクエストでは、レスポンスが 100 ミリ秒以内に返

されるため、インタラクティブなウェブ、モバイル、またはデスクトップアプ

リケーションに申し分のない速さです。リアルタイム API で予測を生成する所

要時間は、入力データレコードのサイズ、および予測を生成する ML モデルに

関連付けられたデータ処理の「レシピ」の複雑さに応じて異なります。32 リア

ルタイム予測のために有効になっている ML モデルごとに、デフォルトで最大 

200 件のトランザクション/秒をリクエストできます。この件数は、カスタ

マーサポートに連絡して引き上げることができます。ML モデルからの予測リ

クエスト数は、CloudWatch メトリクスでモニタリングできます。 

https://aws.amazon.com/machine-learning/pricing/
https://aws.amazon.com/machine-learning/pricing/
http://docs.aws.amazon.com/machine-learning/latest/dg/suggested-recipes.html
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耐久性と可用性 

Amazon ML は高可用性を実現するよう設計されています。メンテナンスウィン

ドウや予定されたダウンタイムはありません。サービスは Amazon の可用性の

高い実証済みデータセンターで実行され、AWS リージョンごとに 3 つの施設間

でのサービススタックレプリケーションが設定されるため、サーバーの障害や

アベイラビリティーゾーンの機能停止が発生しても耐障害性が維持されます。 

スケーラビリティと伸縮性 

ML モデルの作成やバッチ予測のリクエストでは、最大 100 GB までのデータ

セットを処理できます。大規模なバッチ予測の場合は、入力データレコードを

複数のチャンクに分割して大量の予測データを処理できます。 

デフォルトでは、最大 5 つのジョブを同時に実行できます。カスタマーセン

ターに連絡して、この制限を引き上げることもできます。Amazon ML はマ

ネージド型サービスであるため、サーバーのプロビジョニングは不要です。ア

プリケーションの拡大に応じてスケールできるため、オーバープロビジョニン

グしたり、使用していないリソースに支払ったりする必要はありません。 

インターフェイス 

データソースは簡単に作成できます。データを Amazon S3 に追加するだけで

す。または Amazon Redshift や、Amazon RDS が管理する MySQL データベー

スから直接データをプルできます。データソースを定義したら、コンソールを

使用して Amazon ML を操作できます。Amazon ML へのプログラムによるア

クセスを有効にするには、AWS SDK および Amazon ML API を使用します。33 

Windows、Mac、および  Linux/UNIX システムで  AWS CLI を使用して 

Amazon ML エンティティを作成し、管理することもできます。 

http://docs.aws.amazon.com/machine-learning/latest/APIReference/Welcome.html
http://aws.amazon.com/cli
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アンチパターン 

Amazon ML には以下のアンチパターンがあります。 

 非常に大規模なデータセット – Amazon ML では最大 100 GB のデータ

をサポートできますが、現時点ではテラバイトスケールのデータの取り

込みはサポートされていません。そのようなユースケースに対しては、

通常、Amazon EMR を使用して Spark の Machine Learning Library 

(MLlib) を実行します。 

 サポート対象外の学習タスク – Amazon ML では、バイナリ分類 (2 つの

選択肢から 1 を選択して測定指標を提供)、複数クラス分類 (選択肢を 2 

つ以上のオプションに拡大)、または数値回帰 (数値を直接予測) を行う 

ML モデルを作成できます。シーケンス予測や管理されないクラスタリ

ングなどのサポート対象外の ML タスクを処理するには、Amazon EMR 

を使用して Spark および MLlib を実行できます。 

Amazon DynamoDB 

DynamoDB は、高速なフルマネージド型 NoSQL データベースサービスで、

任意のデータ量の格納と取得、任意のレベルのリクエストトラフィックへの対

応を簡素化し、コストを効率化します。34 DynamoDB は、可用性が高い分散

データベースクラスターの運用とスケーリングに伴う管理作業を肩代わりしま

す。DynamoDB は、10 ミリ秒未満のレイテンシーと予測可能なパフォーマン

スをシームレスなスループットとスケーラブルなストレージで提供すること

で、要求の厳しいアプリケーションのレイテンシーとスループットの要件を満

たします。 

 

https://aws.amazon.com/dynamodb
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DynamoDB は、インデックス化されたテーブルに構造化データを保存し、1 バ

イト〜400 KB の項目に対する低レイテンシーの読み書きアクセスを許可しま

す。DynamoDB は、データ型として数値、文字列、バイナリの 3 つをスカ

ラーおよび多値セットの両方でサポートしています。これらのデータ型では 

JSON、XML、HTML などのドキュメントストアがサポートされます。テーブ

ルには固定されたスキーマがないため、データ項目ごとに異なる数の属性を保

持できます。プライマリキーは、単一属性ハッシュキーにすることも、複合

ハッシュ範囲キーにすることもできます。 

DynamoDB は、グローバルおよびローカルの両方のセカンダリインデックスを

提供し、プライマリキー以外の属性に対するクエリの柔軟性を強化します。

DynamoDB は、結果的に整合性のある読み込み (デフォルト) と強力な整合性

のある読み込み (オプション) の両方、さらに項目の入力、更新、削除、条件付

きオペレーション、およびインクリメント/デクリメントに対する項目レベル

の暗黙的なトランザクションを提供します。 

DynamoDB は、分析、データウェアハウス、データのインポート/エクスポー

ト、バックアップ、およびアーカイブの目的で  Amazon EMR、Amazon 

Redshift、AWS Data Pipeline、Amazon S3 などの他のサービスと統合され 

ます。 

最適な使用パターン 

DynamoDB は、読み書きのレイテンシーが低く、コードの変更やダウンタイム

を伴わずにストレージとスループットを必要に応じてスケールアップ/ダウン

できる柔軟な NoSQL データベースを必要とする既存または新規のアプリケー

ションに最適です。 
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一般的ユースケース: 

 モバイルアプリ 

 ゲーム 

 デジタル広告サービス 

 ライブ投票 

 ライブイベントへのオーディエンス参加 

 センサーネットワーク 

 ログ処理 

 ウェブベースコンテンツへのアクセスコントロール 

 Amazon S3 オブジェクトのメタデータストレージ 

 e コマースショッピングカート 

 ウェブセッション管理 

これらのユースケースの多くでは、ダウンタイムやパフォーマンスの低下は組

織のビジネスに即座に悪影響をもたらすため、可用性の高いスケーラブルな

データベースが必要です。 

料金モデル 

DynamoDB では、使用分だけの支払いとなり、最低料金はありません。

DynamoDB の料金構成には、プロビジョンドスループット性能 (時間単位)、 

インデックス化データストレージ  (月額料金/GB)、データ転送イン/アウト  

(月額料金/GB) の 3 つがあります。新規のお客様は、AWS 無料利用枠を使用し

て DynamoDB を無料で開始できます。35 詳細については、Amazon DynamoDB 

料金表を参照してください。36 

http://aws.amazon.com/free/
http://aws.amazon.com/dynamodb/pricing/
http://aws.amazon.com/dynamodb/pricing/
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パフォーマンス 

SSD と、属性に対するインデックス作成の制限により、高スループットと低レ

イテンシーが実現され、読み書き操作のコストが大幅に削減されます。37 デー

タセットが拡大すると、ワークロードの低レイテンシーを維持するために予測

可能なパフォーマンスが要求されます。この予測可能なパフォーマンスは、特

定のテーブルに必要なプロビジョニングされたスループット容量を定義するこ

とで達成できます。 

必要なスループットレートを達成するためのリソースのプロビジョニングは

バックグラウンドで処理されます。アプリケーションのスループットレートに

影響する可能性があるインスタンス、ハードウェア、メモリなどの要因をユー

ザーが気にする必要はありません。プロビジョンドスループット性能の予約は

伸縮自在であり、オンデマンドで増減できます。 

耐久性と可用性 

DynamoDB には耐障害性機能が組み込まれています。データは同じリージョン

の 3 つのアベイラビリティーゾーン間で自動的に同時にレプリケートされるた

め、高可用性が実現され、個別のマシンだけでなく施設全体で障害が発生して

もデータが保護されます。 

DynamoDB Streams は、テーブルで発生するすべてのデータアクティビティを

キャプチャし、地理的リージョン間でのレプリケーション機能を設定して可用

性を高めます。38 

 

http://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/Streams.html
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スケーラビリティと伸縮性 

DynamoDB はスケーラブルで伸縮自在です。DynamoDB テーブルに格納でき

るデータの量に制限はありません。DynamoDB の書き込み API オペレーショ

ンを使用して追加のデータを格納すると、追加のストレージが自動的に割り当

てられます。データは自動的にパーティション分割され、必要に応じて再パー

ティション分割されます。SSD の使用により、データの規模を問わず、予測可

能な低レイテンシーの応答時間が実現されます。また、ニーズの変動に応じて

テーブルの読み書きキャパシティーを単に「ダイヤルアップ」または「ダイヤ

ルダウン」できるため、サービスは伸縮自在です。39 

インターフェイス 

DynamoDB には、低レベルの REST API に加えて、より高レベルの Java、

ET、および PHP 用の SDK が用意されています。これらの SDK では、低レベ

ルの REST API をラップし、いくつかのオブジェクトリレーショナルマッピン

グ (ORM) 関数を提供します。これらの API は、DynamoDB に対して管理イン

ターフェイスとデータインターフェイスの両方を提供します。API が現時点で

提供するオペレーションでは、テーブル管理  (メタデータの作成、表示、削

除、および取得) と属性の操作 (属性の取得、書き込み、および削除、インデッ

クスを使用したクエリ、フルスキャン) が可能です。 

標準 SQL は使用できませんが、DynamoDB の選択オペレーションを使用して 

SQL に似たクエリを作成し、指定した条件に基づいて属性のセットを取得でき

ます。コンソールを使用して DynamoDB を操作することもできます。 

アンチパターン 

DynamoDB には以下のアンチパターンがあります。 



アマゾン ウェブ サービス – AWS でのビッグデータ分析オプション 

ページ 30/46  

 従来のリレーショナルデータベースに結び付けられている作成済みのア

プリケーション – 既存のアプリケーションを AWS クラウドに移行して

リレーショナルデータベースの使用を継続する場合は、Amazon RDS 

(Amazon Aurora、MySQL、PostgreSQL、Oracle、または SQL Server) 

を使用するか、多くの事前設定された Amazon EC2 データベース AMI 

の 1 つを使用することができます。または、任意のデータベースソフト

ウェアを、管理している EC2 インスタンスにインストールすることもで

きます。 

 結合または複雑なトランザクション  –  多くのソリューションでは 

DynamoDB を利用してユーザーをサポートできますが、アプリケーショ

ンで結合や複雑なトランザクションが必要になる場合、またはその他従

来のデータベースプラットフォームが提供するリレーショナルインフラ

ストラクチャが必要になる場合があります。このような場合は、セルフ

マネージド型データベースを使用して  Amazon Redshift、Amazon 

RDS、または Amazon EC2 を試すことができます。 

 バイナリラージオブジェクト (BLOB) データ – デジタルビデオ、イ

メージ、音楽などの大きな (400 KB を超える) BLOB データを保存する

場合は、Amazon S3 を使用することをお勧めします。ただし、このよう

な場合でも、DynamoDB はバイナリオブジェクトに関するメタデータ 

(項目の名前、サイズ、作成日、所有者、場所など) を追跡するのに役立

ちます。 

 I/O レートが低い大きなデータ – DynamoDB は SSD ドライブを使用

し、保存済みの GB あたりの I/O レートが高いワークロードに最適化さ

れています。頻繁にはアクセスしない大量のデータを保存する場合は、

Amazon S3 などの他のストレージオプションがより適している場合があ

ります。 
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Amazon Redshift 

Amazon Redshift は、高速な、フルマネージド型のペタバイトスケールのデー

タウェアハウスサービスです。シンプルで費用対効果の高さが特長であり、す

べてのデータを既存のビジネスインテリジェンスツールで効率的に分析できま

す。40 数百ギガバイトのデータから 1 ペタバイト以上の規模のデータセットに

対して最適化されており、従来型の多くのデータウェアハウスソリューション

の 10 分の 1 未満の費用で運用できるように設計されています。 

Amazon Redshift では、列指向ストレージ技術、および複数ノード間でのクエ

リの並列化と分散化により、ほぼすべてのサイズのデータセットに対応する高

速なクエリと I/O のパフォーマンスを実現しています。データウェアハウスの

プロビジョニング、設定、モニタリング、バックアップ、保護に関連するほと

んどの一般的な管理タスクが自動化されるので、低いコストで簡単に管理およ

び保守できます。このオートメーションにより、ペタバイトスケールのデータ

ウェアハウスを数分で構築できます。従来のオンプレミス実装のように数週間

または数か月かかることはありません。 

最適な使用パターン 

Amazon Redshift は、既存のビジネスインテリジェンスツールを使用したオン

ライン分析処理  (OLAP) に適しています。組織は、以下の目的で  Amazon 

Redshift を使用しています。 

 全世界における複数製品の販売データを分析する 

 過去の株式取引データを保存する 

 広告のインプレッション数やクリック数を分析する 

 ゲームデータを集計する 

http://aws.amazon.com/redshift/
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 ソーシャルトレンドを分析する 

 医療における臨床的品質、運用効率、財務実績を測定する 

料金モデル 

Amazon Redshift のデータウェアハウスクラスターでは、長期契約や前払いが

不要です。これにより、設備投資が不要になり、データウェアハウスのキャパ

シティーを前もって計画および購入することの複雑さから解放されます。料金

は、クラスターのノードのサイズと数に基づいて決まります。 

プロビジョニングされたストレージの 100% まではバックアップストレージに

追加料金がかかりません。たとえば、使用中のクラスターに 2 つの XL ノード

があり、合計ストレージが 4 TB である場合、AWS は追加料金なしで最大 4 TB 

のバックアップストレージを Amazon S3 で提供します。プロビジョニングさ

れたストレージサイズを超えるバックアップストレージと、クラスターの終了

後に保存されたバックアップは、標準の Amazon S3 料金で課金されます。41 

Amazon S3 と Amazon Redshift の間の通信にデータ転送料金はかかりません。

詳細については、Amazon Redshift 料金表をご覧ください。42 

パフォーマンス 

Amazon Redshift では、さまざまな革新技術を駆使して、数百ギガバイト〜

1 ペタバイト以上のデータセットで高いパフォーマンスを実現しています。列

指向ストレージ、データ圧縮、ゾーンのマッピングが使用されているため、ク

エリ実行に必要な I/O の量が削減されます。 

 

 

http://aws.amazon.com/s3/pricing/
http://aws.amazon.com/redshift/pricing/
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Amazon Redshift には超並列処理 (MPP) アーキテクチャが採用されており、

SQL オペレーションの並列化と分散化によって、すべての利用可能なリソース

が活用されます。基盤となるハードウェアは、高パフォーマンスなデータ処理

に合わせて設計されており、CPU とドライブの間のスループットを最大化する

ためにローカル接続ストレージを使用し、ノード間のスループットを最大化す

るために 10 GigE メッシュネットワークを使用しています。パフォーマンス

は、データウェアハウスのニーズに基づいて調整できます。AWS には、SSD 

ドライブを使用する高密度コンピューティング (DC) オプションと高密度スト

レージ (DS) オプションが用意されています。 

耐久性と可用性 

Amazon Redshift はデータウェアハウスクラスター内で障害が発生したノード

を自動的に検出して置き換えます。代替ノードがプロビジョニングされて DB 

に追加されるまで、データウェアハウスクラスターは読み取り専用になります

が、通常はわずか数分しかかかりません。Amazon Redshift では、代替ノード

はすぐに使用可能になり、最もよくアクセスするデータが Amazon S3 から最

初にストリーミングされるため、データのクエリ実行を迅速に再開できます。 

さらに、ドライブで障害が発生した場合でも、データウェアハウスクラスター

は依然として使用可能です。Amazon Redshift は、クラスター全体でデータを

ミラーリングするため、別のノードのデータを使用して、障害が発生したノー

ドを再構築します。Amazon Redshift クラスターは、1 つのアベイラビリ

ティーゾーンに配置されます。ただし、Amazon Redshift のマルチ AZ セット

アップを行う場合は、ミラーを設定してレプリケーションとフェイルオーバー

を自己管理できます。43 

http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/UserGuide/using-regions-availability-zones.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/UserGuide/using-regions-availability-zones.html


アマゾン ウェブ サービス – AWS でのビッグデータ分析オプション 

ページ 34/46  

スケーラビリティと伸縮性 

コンソールで数回クリックするか、API 呼び出しを 1 回使用するだけで、パ

フォーマンスまたはキャパシティーのニーズが変わったときにノードの数やタ

イプを簡単に変更できます。44 Amazon Redshift では、160 GB の単一ノードか

ら始め、多数のノードを使用するペタバイト以上の圧縮ユーザーデータまでス

ケールアップできます。詳細については、Amazon Redshift 管理ガイドの 

Amazon Redshift クラスターに関するトピックで、「クラスターおよび ノー

ド」セクションを参照してください。45 

サイズを変更すると、Amazon Redshift により既存のクラスターが読み取り専

用モードに変更され、選択したサイズの新しいクラスターがプロビジョニング

された後、古いクラスターから新しいクラスターにデータが並行してコピーさ

れます。このプロセス中は、アクティブな Amazon Redshift クラスターの料金

だけが発生します。新しいクラスターのプロビジョニング中は、古いクラス

ターに対してクエリを引き続き実行できます。データが新しいクラスターにコ

ピーされると、Amazon Redshift によりクエリが新しいクラスターに自動的に

リダイレクトされ、古いクラスターが削除されます。 

インターフェイス 

Amazon Redshift には、カスタムの JDBC ドライバーと ODBC ドライバーが用

意されており、コンソールの [Connect Client] タブからダウンロードできま

す。これにより、使い慣れたさまざまな SQL クライアントを使用できます。さ

らに、標準の PostgreSQL JDBC ドライバーと ODBC ドライバーを使用するこ

ともできます。Amazon Redshift ドライバーの詳細については、「Amazon 

Redshift および PostgreSQL」を参照してください。46 

http://docs.aws.amazon.com/redshift/latest/APIReference/Welcome.html
http://docs.aws.amazon.com/redshift/latest/mgmt/working-with-clusters.html#rs-about-clusters-and-nodes
http://docs.aws.amazon.com/redshift/latest/mgmt/working-with-clusters.html#rs-about-clusters-and-nodes
http://docs.aws.amazon.com/redshift/latest/mgmt/working-with-clusters.html#rs-about-clusters-and-nodes
http://docs.aws.amazon.com/redshift/latest/dg/c_redshift-and-postgres-sql.html
http://docs.aws.amazon.com/redshift/latest/dg/c_redshift-and-postgres-sql.html
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多くの一般的な BI および ETL ベンダーとの検証済みの統合の例も多く用意さ

れています。47データウェアハウスクラスターにデータを取り込んだり、

Amazon S3 や DynamoDB の内外にデータを移動したりするレートを最大化す

るために、各コンピューティングノードに対するロードとアンロードは同時に

試行されます。Amazon Kinesis Firehose を使用してストリーミングデータを 

Amazon Redshift に簡単にロードできるため、現在使用している既存のビジネ

スインテリジェンスツールやダッシュボードで準リアルタイムの分析を行うこ

とができます。コンピューティングの使用率、メモリの使用率、ストレージの

使用率、および Amazon Redshift データウェアハウスクラスターに対する読み

取り/書き込みトラフィックのメトリクスは、コンソールまたは CloudWatch 

API オペレーションを介して無料で使用できます。 

アンチパターン 

Amazon Redshift には以下のアンチパターンがあります。 

 小規模なデータセット – Amazon Redshift は、クラスター全体での並列

処理用に構築されています。データセットが  100 GB 未満の場合、

Amazon Redshift の機能は過分であるため、Amazon RDS の方が適して

いると言えます。 

 オンライントランザクション処理 (OLTP) – Amazon Redshift は、非常

に高速でコストの低い分析機能を実現するデータウェアハウスワーク

ロードのために設計されています。高速なトランザクション型システム

が必要な場合は、Amazon RDS 上に構築された従来型のリレーショナル

データベースシステムを使用するか、DynamoDB などの NoSQL データ

ベースサービスを使用することができます。 

http://aws.amazon.com/redshift/partners/
http://aws.amazon.com/redshift/partners/
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 非構造化データ – Amazon Redshift のデータは、各行の任意のスキーマ

構造をサポートするのではなく、定義済みのスキーマで構造化する必要

があります。構造化されていないデータは、Amazon EMR で抽出、変

換、およびロード (ETL) を実行することで、Amazon Redshift 内にロー

ドできるようになります。 

 BLOB データ – デジタルビデオ、イメージ、音楽など、大きなバイナリ

ファイルを保存する場合は、データを Amazon S3 に保存して Amazon 

Redshift で保存先を参照することをお勧めします。このシナリオでは、

バイナリオブジェクトに関するメタデータ (項目の名前、サイズ、作成

日、所有者、場所など) は Amazon Redshift に記録されますが、ラージ

オブジェクト自体は Amazon S3 に保存されます。 

Amazon Elasticsearch Service 

Amazon ES は、AWS クラウドで Elasticsearch を簡単にデプロイ、運用、ス

ケールするためのマネージド型サービスです。48 Elasticsearch は分散型のリア

ルタイム検索および分析エンジンです。これまでは実現できなかった速さと範

囲でデータを探索できます。全文検索、構造化検索、分析、およびこれら 3 つ

すべての組み合わせが使用できます。 

Amazon ES クラスターは、コンソールを使用して数分で設定できます。

Amazon ES は、リクエストしたインフラストラクチャキャパシティーのプロビ

ジョニングから Elasticsearch ソフトウェアの管理まで、ドメインのセットアッ

プに伴う作業を管理します。 

 

 

https://aws.amazon.com/elasticsearch-service/
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ドメインを実行すると、バックアップの実行、インスタンスのモニタリング、

Amazon ES インスタンスを稼働するソフトウェアのパッチ適用など、一般的な

管理作業が Amazon ES で自動化されます。Amazon ES では、障害が発生した 

Elasticsearch ノードが自動的に検出されて置き換えられるため、セルフマネー

ジド型インフラストラクチャと Elasticsearch ソフトウェアに伴うオーバーヘッ

ドが減少します。また、API を 1 回 呼び出すか、コンソールで数回クリックす

るだけで、クラスターを簡単にスケールできます。 

Amazon ES では、Elasticsearch のオープンソース API に直接アクセスできるた

め、既存の Elasticsearch 環境で使用しているコードとアプリケーションがシー

ムレスに連携します。Amazon ES では、ログなどのイベントデータの処理に役

立つオープンソースのデータパイプラインである Logstash との統合がサポート

されています。また、データの解明に役立つオープンソースの分析および可視

化プラットフォームである Kibana が組み込みでサポートされています。 

最適な使用パターン 

Amazon ES は、大量のデータのクエリと検索に最適です。組織では、Amazon 

ES を使用して以下のことができます。 

 顧客向けのアプリケーションウェブサイトのログなど、アクティビティ

ログの分析 

 Elasticsearch による CloudWatch ログの分析 

 さまざまなサービスやシステムからの製品使用状況データの分析 

 ソーシャルメディアの感情や CRM データの分析と、ブランドや製品の

動向の把握 

 AWS の他のサービス (Amazon 
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 Kinesis Streams や DynamoDB など) からのデータストリーム更新の分析 

 検索とナビゲーションに関する充実した顧客エクスペリエンスの提供 

 モバイルアプリケーションの使用状況のモニタリング 

料金モデル 

Amazon ES では、コンピューティングおよびストレージリソースの使用分だけ

支払います。最低料金や前払いの義務はありません。Amazon ES インスタンス

の時間、Amazon EBS ストレージ (このオプションを選択した場合)、および標

準のデータ転送料金が請求対象になります。49 

ストレージとして EBS ボリュームを使用する場合、Amazon ES ではボリュー

ムタイプを選択できます。プロビジョンド IOPS (SSD) ストレージを選択する

と、ストレージとプロビジョニングしたスループットが請求対象になります。50 

ただし、消費した I/O は請求対象になりません。ドメイン内のデータノードに

アタッチされた EBS ボリュームの累積サイズに基づいて、追加のストレージに

対してお支払いいただくオプションもあります。 

Amazon ES は、Amazon ES ドメインごとに自動スナップショット用のスト

レージスペースを無料で提供します。手動スナップショットは、Amazon S3 の

ストレージ料金に従って請求されます。詳細については、 Amazon 

Elasticsearch Service 料金表を参照してください。51 

 

 

https://aws.amazon.com/ec2/pricing/
https://aws.amazon.com/ec2/pricing/
https://aws.amazon.com/ebs/details/
https://aws.amazon.com/elasticsearch-service/pricing/
https://aws.amazon.com/elasticsearch-service/pricing/
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パフォーマンス 

Amazon ES のパフォーマンスは、インスタンスタイプ、ワークロード、イン

デックス、シャードの使用数、リードレプリカ、ストレージ設定 (インスタン

スストレージまたは汎用 SSD などの EBS ストレージ) などの複数の要因に依存

します。インデックスは、複数のアベイラビリティーゾーンの異なるインスタ

ンスに分散可能なデータのシャードで構成されます。 

シャードのリードレプリカは、ゾーン対応を有効にすると、Amazon ES によっ

て別のアベイラビリティーゾーンで管理されます。Amazon ES では、インデッ

クスの保存に高速の SSD インスタンスストレージを使用するか、複数の EBS 

ボリュームを使用することができます。検索エンジンはストレージデバイスを

多用するため、ディスクを高速化すると、クエリと検索のパフォーマンスが高

速化されます。 

耐久性と可用性 

ドメインの作成時にゾーン対応オプションを有効にするか、ライブドメインを

変更することで、高可用性を実現するように Amazon ES ドメインを設定でき

ます。ゾーン対応を有効にすると、Amazon ES はドメインをサポートするイン

スタンスを 2 つの異なるアベイラビリティーゾーンに分散します。次に、

Elasticsearch でレプリカを有効にすると、インスタンスは、クロスゾーンのレ

プリケーションを実現するように自動的に分散されます。 

Amazon ES ドメインのデータの耐久性は、自動スナップショットおよび手動ス

ナップショットを通じて構築できます。スナップショットを使用して、データ

がプリロードされたドメインを復元するか、データがプリロードされた新しい

ドメインを作成できます。スナップショットは、耐久性と拡張性の高いセキュ

アなオブジェクトストレージである Amazon S3 に保存されます。デフォルト
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では、Amazon ES は各ドメインのスナップショットを毎日自動的に作成しま

す。さらに、Amazon ES のスナップショット API を使用して追加の手動ス

ナップショットを作成することもできます。手動スナップショットは Amazon 

S3 に保存されます。手動スナップショットは、リージョン間の災害復旧と耐久

性の強化に使用できます。 

スケーラビリティと伸縮性 

インスタンスは追加または削除できます。また、データの増大に応じて 

Amazon EBS ボリュームを容易に変更できます。ドメインの状態を CloudWatch 

メトリクスでモニタリングするコードを数行記述し、Amazon ES API を呼び出

して、設定したしきい値に基づいてドメインをスケールアップ/ダウンできま

す。サービスでは、ダウンタイムなしでスケーリングが実行されます。 

Amazon ES は、クラスターに関連付けられたインスタンスごとに 1 つの EBS 

ボリューム (最大サイズは 512 GB) をサポートしています。Amazon ES クラス

ターごとに最大 10 個のインスタンスが許可されるため、約 5 TB のストレージ

を 1 つの Amazon ES ドメインに割り当てることができます。 

インターフェイス 

Amazon ES では、Elasticsearch API がサポートされているため、既存の 

Elasticsearch 環境で使用しているコード、アプリケーション、および一般的な

ツールがシームレスに連携します。52 AWS SDK は、すべての Amazon ES API 

オペレーションをサポートしているため、ユーザーは希望するテクノロジーを

使用してドメインを簡単に管理および操作できます。ドメインの作成と管理に

は、AWS CLI またはコンソールを使用することもできます。 

https://aws.amazon.com/elasticsearch-service/faqs/
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Amazon ES では、Amazon S3、Amazon Kinesis Streams、DynamoDB Streams 

からのデータストリーミングなど、AWS のいくつかのサービスとの統合がサ

ポートされています。統合では、新しいデータに応答するイベントハンドラー

として Lambda 関数をクラウドで使用し、データを処理して Amazon ES ドメ

インにストリーミングします。Amazon ES では、Amazon ES ドメインのメト

リクスをモニタリングするために CloudWatch との統合と、Amazon ES ドメイ

ンへの設定 API 呼び出しを監査するための CloudTrail との統合もサポートされ

ています。 

Amazon ES には、オープンソースの分析および視覚化プラットフォームである 

Kibana との統合が組み込まれており、ログなどのイベントデータの処理に役立

つオープンソースのデータパイプラインである Logstash との統合もサポート

されています。Logstash の実装に伴うすべてのログのバックエンドストアとし

て Amazon ES ドメインを設定し、さまざまなソースからの構造化/非構造化

データを簡単に取り込むことができます。 

アンチパターン 

Amazon ES には以下のアンチパターンがあります。 

 オンライントランザクション処理 (OLTP) – Amazon ES は、分散型の

リアルタイム検索および分析エンジンです。データ操作に関するトラン

ザクションや処理はサポートされていません。高速なトランザクション

型システムが必要な場合は、Amazon RDS 上に構築された従来型のリ

レーショナルデータベースシステムや、DynamoDB などの NoSQL デー

タベースサービスがより適しています。 
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 ペタバイトストレージ – Amazon ES クラスターごとに最大 10 個のイン

スタンスが許可されるため、約 5 TB のストレージを 1 つの Amazon ES 

ドメインに割り当てることができます。それを超えるワークロードに対

しては、Amazon EC2 でセルフマネージド型の Elasticsearch を使用する

ことをお勧めします。 

Amazon QuickSight 

2015 年 10 月、AWS は Amazon QuickSight のプレビューを導入しました。

QuickSight は、クラウド駆動の高速なビジネスインテリジェンス (BI) サービ

スです。視覚化を構築して、アドホック分析を実行し、データからビジネス上

の洞察を得ることがすばやく簡単にできます。 

QuickSight は、新しい超高速、並列のインメモリ計算エンジン (SPICE) を使用

して高度な計算を実行し、迅速に可視化します。QuickSight は、AWS データ

ソースと自動的に統合されます。組織は数十万人までのユーザーにスケールで

き、SPICE のクエリエンジンを介して迅速かつ応答性の高いクエリパフォーマ

ンスを提供できます。QuickSight では、従来のソリューションと比べて 10 分

の 1 の費用で、組織内の誰もが BI 機能を安価に利用できます。プレビューの

詳細とサインアップ方法については、「Amazon QuickSight」を参照してくだ

さい。53 

Amazon EC2 

Amazon EC2 では、インスタンスが AWS 仮想マシンとして機能するため、

AWS インフラストラクチャでセルフマネージド型のビッグデータ分析アプリ

ケーションを運用する最適なプラットフォームとなります。54 Linux または 

Windows 仮想化環境にインストールできるほぼすべてのソフトウェアは、

Amazon EC2 で実行可能であり、従量制料金モデルを利用できます。実行でき

ないのは、このホワイトペーパーで説明している、他のサービスに付随するア

https://aws.amazon.com/quicksight
https://aws.amazon.com/ec2/
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プリケーションレベルのマネージド型サービスに限られます。セルフマネージ

ド型のビッグデータ分析のオプションは数多くあります。いくつかの例を以下

に示します。 

 NoSQL サービス (MongoDB など) 

 データウェアハウスまたは列指向ストア (Vertica など) 

 Hadoop クラスター 

 Apache Storm クラスター 

 Apache Kafka 環境 

最適な使用パターン 

 専用の環境 – カスタムアプリケーション、標準 Hadoop セットのバリ

エーション、または他のサービスのいずれでもカバーされないアプリ

ケーションを実行する場合、Amazon EC2 はコンピューティングニーズ

に応じた柔軟性とスケーラビリティを提供します。 

 コンプライアンス要件 – コンプライアンス要件によっては、マネージド

型サービスの代わりに自分でアプリケーションを EC2 で実行する必要が

あります。 

料金モデル 

Amazon EC2 には、複数のファミリー別 (スタンダード、ハイ CPU、ハイメモ

リ、ハイ I/O など) にさまざまなインスタンスタイプがあり、複数の料金オプ

ション (オンデマンド、リザーブド、スポット) があります。アプリケーション

の要件に応じて、Amazon EC2 と別のサービスを併用できます。たとえば、

Amazon Elastic Block Store (Amazon EBS) を直接アタッチされた永続的なスト

レージとして併用したり、Amazon S3 を堅牢なオブジェクトストアとして併用

http://aws.amazon.com/ebs/
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したりできます。併用するサービスごとに別の料金モデルが適用されます。

ビッグデータアプリケーションを Amazon EC2 で実行すると、独自のデータセ

ンターの場合と同様に、ライセンス料を負担することになります。AWS 

Marketplace は、さまざまなサードパーティー製のビッグデータソフトウェア

パッケージを提供しており、ボタンを 1 回クリックするだけで起動するように

事前設定されています。55 

パフォーマンス 

Amazon EC2 のパフォーマンスは、ビッグデータプラットフォームとして選択

したインスタンスタイプによって実現されます。インスタンスタイプごとに 

CPU、RAM、ストレージ、IOP の各サイズ、およびネットワーキング機能は異

なります。アプリケーションの要件に応じて適切なパフォーマンスレベルを選

択できます。 

耐久性と可用性 

重要なアプリケーションは、同じ AWS リージョン内の複数のアベイラビリ

ティーゾーンをまたぐクラスター内で実行し、どのインスタンスやデータセン

ターで障害が発生してもアプリケーションのユーザーに影響が及ばないように

します。重要なアプリケーションは稼働中でないときに Amazon S3 にバック

アップすることで、インスタンスまたはゾーンで障害が発生した場合に、リー

ジョンの任意のアベイラビリティーゾーンに復元できます。実行しているアプ

リケーションや要件に応じて、他のオプション (アプリケーションのミラーリ

ングなど) も利用できます。 

https://aws.amazon.com/marketplace
https://aws.amazon.com/marketplace
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スケーラビリティと伸縮性 

Auto Scaling は、定義した条件に応じて Amazon EC2 のキャパシティーを自動

的にスケールアップ/ダウンできるサービスです。56 Auto Scaling では、使用中

の Amazon EC2 インスタンスの数を、需要が急上昇したときはシームレスにス

ケールアップしてパフォーマンスを維持し、需要が低下したときは自動的にス

ケールダウンしてコストを最小化できます。Auto Scaling は、特に使用量が時

間、日、週ごとに変動するアプリケーションに最適です。Auto Scaling は 

CloudWatch で有効にします。CloudWatch の料金を超える追加料金は発生し

ません。 

インターフェイス 

Amazon EC2 とは、API、SDK、またはコンソールを介してインターフェイス

できます。コンピューティングの使用率、メモリの使用率、ストレージの使用

率、ネットワーク消費量、およびインスタンスに対する読み取り/書き込みト

ラフィックのメトリクスは、コンソールまたは CloudWatch API オペレーショ

ンを介して無料で使用できます。 

Amazon EC2 上で実行するビッグデータ分析ソフトウェアのインターフェイス

は、選択したソフトウェアの特徴に基づいて異なります。 

アンチパターン 

Amazon EC2 には以下のアンチパターンがあります。 

 マネージド型サービス – マネージド型サービスを使用してビッグデータ分

析からインフラストラクチャレイヤーや管理を抽出する必要がある場合、

このモデルは「Do It Yourself」として Amazon EC2 上で独自の分析ソフト

ウェアを管理するものであるため、適切な選択肢とは言えません。 

http://aws.amazon.com/autoscaling/
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 専門知識やリソースの不足 – 組織のシステムに高可用サービスをインス

トールして管理するためのリソースや専門知識が不足しているか、その

ようなリソースや専門組織に投資することを望まない場合は、AWS の

同等サービスである  Amazon EMR、DynamoDB、Amazon Kinesis 

Streams、Amazon Redshift などを使用することを検討してください。 

AWS でのビッグデータ問題の解決 

本書では、ビッグデータ分析に役立つ AWS のツールを取り上げています。こ

の情報を参考にしてビッグデータアプリケーションの設計を開始できます。た

だし、特定のユースケースに適したツールを選ぶには、ほかにも検討すべき点

があります。通常、分析ワークロードごとに以下の特徴や要件は異なるため、

それらに合わせたツールを使用する必要があります。 

 分析結果を取得するまでの所用時間 (リアルタイム、秒単位、または時

間単位) 

 これらの分析が組織にもたらす価値と予算上の制約 

 データのサイズと増大率 

 データの構造 

 プロデューサーとコンシューマーが利用できる統合機能 

 プロデューサーとコンシューマーの間で許容されるレイテンシー 

 ダウンタイムに伴う損失、またはソリューションに要求される可用性と

耐久性 

 分析ワークロードが一定しているか伸縮するか 
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以上の特徴や要件に沿って適切なツールを判断できます。常に同じ要件に基づ

いて特定のサービスを割り当てることができるビッグデータ分析ワークロード

もありますが、ほとんどのビッグデータ分析ワークロードは、実際の状況に応

じて、同じデータセットでも特徴や要件が異なる場合や相互に矛盾する場合さ

えもあります。 

たとえば、必要な分析結果を得るために、一部の分析は毎日のバッチ処理で実

行できても、一部の分析はユーザーがシステムとやり取りする際のリアルタイ

ムの要件に基づく場合があります。このように同じデータセットに対する異な

る要件は、分離して複数のツールで解決する必要があります。上記の例の両方

を同じツールセットで解決しようとすると、オーバープロビジョニングして不

要な応答時間に余分に支払うようになるか、ソリューションが遅くなってユー

ザーにリアルタイムで応答できなくなります。コンピューティングおよびスト

レージのリソースを最もコスト効率よく利用するには、分析問題のタイプ別に

最適なツールを使い分けることです。 

ビッグデータが「ビッグコスト」であるとは限りません。したがって、アプリ

ケーションの設計では、コスト効率を最も重視します。他の案と比べてコスト

効率が劣るような設計は最適なものとは言えません。別の一般的な誤解とし

て、ビッグデータ問題の解決に複数のツールセットを使うのは、1 つの大規模

なツールを使用するより、高価で管理しにくいというものがあります。同じ例 

(同じデータセットに対する 2 つの異なる要件) で、リアルタイムリクエストは 

CPU に対しては低いが I/O に対しては高く、リアルタイムより遅い処理のリク

エストではコンピューティングを集中的に行うという場合があります。分離す

ることは、各ツールを正確な仕様で構築し、オーバープロビジョニングを避け

ることができるため、費用が大幅に低減して管理も容易になります。サービス

モデルとしてのインフラストラクチャの使用分だけに支払うという AWS の従
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量課金制では、バッチ分析を 1 時間実行したら、その 1 時間のコンピューティ

ングリソースに対してのみ支払うため、価値が大幅に高まります。また、この

アプローチのほうが、1 つのシステムですべての要件を満たすよりも管理しや

すくなります。1 つのツールでさまざまな要件に対処することは、合わないも

の (リアルタイムリクエストと大規模なデータウェアハウス) を無理に一緒にす

ることになります。 

AWS プラットフォームでは、同じデータセットを複数の異なるツールで分析

することで、アーキテクチャを簡単に分離できます。AWS のサービスには統

合が組み込まれているため、並列化を使用して、データのサブセットをツール

間で簡単にすばやく移動できます。ビッグデータ分析問題の実例をいくつか

使って、AWS のアーキテクチャソリューションの使い方をステップごとに説

明しましょう。 

例 1: エンタープライズデータウェアハウス 

ある多国籍衣料品メーカーには 1,000 以上の直営店があります。特定の衣料品

についてはデパートやディスカウントストアでも販売し、さらにオンラインス

トアも運営しています。 

現在、これら 3 つのチャネルは技術的な判断で独立して運用されています。管

理者、POS システム、経理部がそれぞれ異なります。これらのデータセットの

すべてを統合して CEO がビジネス全体への洞察を得られるようなシステムは

ありません。CEO は、会社のすべてのチャネルを統合した全体像と、必要に応

じて実行できるアドホック分析を求めています。この会社に必要な分析の例: 

 すべてのチャネルに共通するトレンド 

 すべてのチャネルで業績のよい地理的リージョン 
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 広告やクーポンの効果 

 すべてのチャネルでの衣料品別のトレンド 

 販売に影響する可能性のある外部要因 (失業率や天候など) 

 店舗の属性が売上に与える影響 (従業員と管理者の在職期間、ショッピ

ングモールの天井の有無、店舗内の商品の配置、プロモーション、特設

コーナー、チラシ、店舗内ディスプレイなど) 

エンタープライズデータウェアハウスは、この問題を解決する優れた方法で

す。データウェアハウスは、3 つの各チャネルのさまざまなシステムおよび一

般的な天気や経済情報の記録からデータを収集します。データは、各データ

ソースから毎日送信され、データウェアハウスで処理されます。各データソー

スの構造は異なる場合があるため、抽出、変換、およびロード (ETL) プロセス

を実行してデータを一般的な構造にフォーマットし直します。これで、すべて

のソースのデータに対して分析を同時に実行できます。そのためには、次の図

に示すデータフローアーキテクチャを使用します。  

 

エンタープライズデータウェアハウス 
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1. このプロセスの最初のステップでは、さまざまなソースから Amazon S3 

にデータを取得します。Amazon S3 を使用するのは、耐久性が高く、コ

ストが低いスケーラブルなストレージプラットフォームであり、さまざ

まなソースから非常に低コストで同時に書き込みを行うことができるた

めです。 

2. Amazon EMR は、データをソースフォーマットからターゲットフォー

マットに変換して最適化するために使用します。Amazon EMR には 

Amazon S3 との統合が組み込まれており、Amazon S3 との間で、クラス

ターを構成する各ノードのスループットの並列スレッドが可能になりま

す。通常、データウェアハウスはさまざまなソースから毎晩新しいデー

タを取得します。これらの分析は深夜に行う必要がないため、この変換

プロセスの唯一の要件は、CEO や他のビジネスユーザーが結果を必要と

する朝までに完了することです。したがって、ここで Amazon EC2 ス

ポット市場を使用して変換のコストをさらに下げることができます。57 

スポット戦略として、深夜に非常に低い価格で入札を始め、キャパシ

ティーが得られるまで時間をかけて価格を徐々に上げていくことをお勧

めします。スポット入札に成功しないまま期限間近になった場合は、オ

ンデマンド価格に戻して完了期限の要件を満たすことができます。

Amazon EMR ではソースごとに変換プロセスが異なる場合があります

が、AWS の従量料金制モデルに従って、可能な限りの最低価格ですべ

てのデータ変換ジョブを完了できるように、変換別に Amazon EMR ク

ラスターを作成して最適な容量に調整できます。その際に、他のジョブ

のリソースに影響を与えることはありません。 

 

 

http://aws.amazon.com/ec2/spot/
http://aws.amazon.com/ec2/spot/
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3. 各変換ジョブにより、フォーマットおよび最適化されたデータが 

Amazon S3 に入力されます。ここで再度 Amazon S3 を使用するのは、

Amazon Redshift では、このデータを各ノードから複数のスレッドで並

行処理できるためです。ここで Amazon S3 を使うことは、履歴レコー

ドとしても役立ち、システム間でフォーマットされた正しい情報源とな

ります。時間が経過して追加の要件が生じた場合は、Amazon S3 のデー

タの分析に他のツールを使用できます。 

4. Amazon Redshift は、データをテーブル内にロード、ソート、分散、お

よび圧縮して、分析クエリを効率的に並行して実行できるようにしま

す。Amazon Redshift はデータウェアハウスのワークロード用に構築さ

れており、時間の経過とともにデータサイズやビジネスが拡大した場合

は、別のノードを追加して簡単に拡張できます。 

5. 分析を可視化するには、Amazon QuickSight を使用するか、Amazon 

Redshift への ODBC/JDBC 接続を介して、さまざまなパートナー可視化

プラットフォームのいずれかを使用できます。この段階で、CEO および

そのスタッフがレポートやグラフを参照できるようになります。エグゼ

クティブが、このデータに基づいて会社のリソースに関する的確な判断

を行うことで、最終的に収益の向上と株主への配当増がもたらされ 

ます。 

このアーキテクチャは柔軟性が高く、ビジネスの拡大、新しいデータソースの

導入、新しいチャネルの開設、または顧客専用のデータを反映したモバイルア

プリケーションのリリースに伴って簡単に拡張できます。いつでも、Amazon 

Redshift クラスターのノード数を増やすことで、数回のクリックで追加のツー

ルを統合したり、ウェアハウスをスケールしたりできます。 
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例 2: センサーデータのキャプチャと分析 

ある国際的なエアコンメーカーは、さまざまな商業企業および産業企業に販売

する大量のエアコンを保持しています。競合他社と差別化するために、エアコ

ンユニットを販売するだけでなく、モバイルアプリケーションやウェブブラウ

ザでリアルタイムのダッシュボードを表示できる追加サービスも提供していま

す。各ユニットからは、処理および分析のためのセンサー情報が送信されま

す。このデータは、メーカーおよび顧客が利用します。この機能により、メー

カーはデータセットを視覚化し、トレンドを把握できます。 

現在、メーカーには、この機能を搭載した数千の未販売のユニットがありま

す。これらのユニットは数か月以内に顧客に販売する予定であり、まもなく、

このプラットフォームは何千というユニットで使用されるものと期待していま

す。成功すれば、このサービスを一般消費者にも広げ、大幅に供給量を増やし

て、マーケットシャアを拡大したいと考えています。ソリューションは、大量

のデータを処理し、ビジネスの拡大に伴って中断なしにスケールできる必要が

あります。どうすれば、このようなシステムを設計できるでしょうか。まず、

同じデータに基づく 2 つのワークストリームに分割します。 

 準リアルタイムの要件を反映したエアコンユニットの最新情報と、この

情報を利用する大量の顧客。 

 内部利用向けのトレンドと分析を実行するための、エアコンユニットに

関するすべての履歴情報。 

このビッグデータ問題の解決方法を示すデータフローアーキテクチャは次のと

おりです。 
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センサーデータのキャプチャと分析 

1. このプロセスでは、まず各エアコンユニットから一定のデータストリー

ムが Amazon Kinesis Streams に提供されます。これにより、ユニット

が通信できる伸縮自在の耐久性が高いインターフェイスが提供され、こ

のインターフェイスはエアコンユニットの販売数が増えてオンライン化

されるに伴ってシームレスにスケールされます。 

6. Amazon Kinesis Streams が提供する Kinesis Client Library や SDK など

のツールを使用すると、Amazon EC2 上にシンプルなアプリケーション

を構築して、Amazon Kinesis Streams に着信するデータを読み取って分

析し、リアルタイムダッシュボードの更新に値するデータであるかどう

かを判断できます。このアプリケーションで、システムオペレーション

の変化、温度の変動、およびユニットで発生するエラーを確認します。 

7. このデータフローは、ユニットの異変をできるだけ早く顧客やメンテナ

ンスチームに知らせるために、準リアルタイムで実行する必要がありま

す。ダッシュボードのデータには一部のトレンド情報が集約されます

が、主に現在の状態やシステムエラーに関するものです。そのため、
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ダッシュボードへの入力を要するデータは比較的少量です。さらに、こ

のデータに対しては以下のソースからの大量のアクセスが予想され 

ます。 

o モバイルデバイスやブラウザを通じてシステムを確認する顧客 

o 全ユニットのステータスを確認するメンテナンスチーム 

o レポートプラットフォームのデータとインテリジェンスのアルゴリ

ズムと分析 (建物の温度が下がらないままエアコンのファンが異常に

長く稼働している場合など、このプラットフォームで把握されたト

レンドはアラートとして送信されます) 

ここで DynamoDB を使用するのは、可用性が高くスケーラブルであ

り、準リアルタイムでデータセットを保存できることによります。この

データのスループットは、プラットフォームが導入されて普及するに

従って、簡単にスケールアップ/ダウンしてコンシューマーのニーズを

満たすことができます。 

8. レポートダッシュボードは、このデータセットに基づいて構築され、

Amazon EC2 上で実行されるカスタムウェブアプリケーションです。シ

ステムのステータスとトレンドに基づいてコンテンツを提供し、ユニッ

トで異変が発生した場合に顧客とメンテナンスチームに知らせます。 

9. 顧客は、モバイルデバイスやウェブブラウザからデータにアクセスし、

システムの最新状態を確認して、履歴トレンドを視覚化します。 

前述のデータフロー (ステップ 2〜5) は、準リアルタイムで情報をコンシュー

マー (人) に報告するために構築されています。低レイテンシーを実現する構築

および設計になっており、非常に迅速にスケールして需要を満たすことができ

ます。図の下半分に示したデータフロー (ステップ 6〜9) については、スピー
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ドとレイテンシーの要件がそれほど厳格ではありません。これにより、アーキ

テクトはより大量のデータをより小さいコスト (情報のバイトあたり) で保持す

る別のソリューションスタックを設計し、より安価なコンピューティングおよ

びストレージリソースを選択できます。 

10. Amazon Kinesis ストリームから読み取るには、別の Amazon Kinesis 対

応のアプリケーションがあり、これをより小さい、スケール速度の遅い 

EC2 インスタンスで実行します。このアプリケーションは上側のデータ

フローと同じデータセットを分析しますが、このデータの最終的な目的

は、記録として長期保存し、データウェアハウスのデータセットをホス

トすることにあります。このデータセットでは、すべてのデータがシス

テムから送信され、準リアルタイムの要件を伴わない、より広範囲にわ

たる分析が実行されます。 

11. Amazon Kinesis 対応のアプリケーションによって、データは長期保存に

適したフォーマットに変換され、データウェアハウスにロードされて 

Amazon S3 に保存されます。Amazon S3 は、Amazon Redshift にデータ

を並行して取り込むポイントとして機能するだけでなく、このシステム

を通過するすべてのデータを保持する耐久性の高いストレージです。ま

た、唯一の正しい情報源となります。追加の要件が生じた場合は、これ

を使用して他の分析ツールをロードできます。データを長期のコストが

低いコールドストレージへと循環させる必要がある場合のために、

Amazon S3 には Amazon Glacier との統合も組み込まれています。 

12. より大きなデータセットには、Amazon Redshift をデータウェアハウス

として再び使用します。データセットが増大した場合は、クラスターに

別のノードを追加することで、簡単にスケールできます。 
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13. 分析を可視化するには、Amazon Redshift への ODBC/JDBC 接続を介し

て、さまざまなパートナー可視化プラットフォームのいずれかを使用で

きます。この段階で、データセットに対してレポート、グラフ、および

アドホック分析を実行して、エアコンユニットのパフォーマンス低下や

故障につながるような特定の変数やトレンドを確認できます。 

このアーキテクチャは、小規模で開始し、必要に応じて拡大できます。また、2 

つの異なるワークストリームに分離することで、それぞれが前払いなしで必要

に応じて独自のレートで拡大できるため、メーカーは大きな投資を行うことな

くこの新しいサービスの成否を評価できます。この先の展開としては、Amazon 

ML などを追加して、エアコンユニットの耐用期間を正確に予測し、予測アル

ゴリズムに基づいてメンテナンスチームを前もって派遣することで、顧客にで

きるだけ最善のサービスとエクスペリエンスを提供できます。このようなサー

ビスは、競合他社に対する差別化となり、将来の売上増につながります。 

例 3: ソーシャルメディアの感情分析 

あるオモチャメーカーが急成長中であり、製品ラインを拡大しています。新し

いオモチャを発表するたびに、メーカーは消費者がどれぐらい歓迎し利用して

いるかを知りたいと思っています。また、自社製品に対する顧客満足度も確認

したいと思っています。オモチャのエコシステムが拡大するに従って、メー

カーの製品が依然として顧客にアピールするものであることを確認し、顧客か

らのフィードバックに基づいて将来のロードマップ商品を確実に企画できるこ

とを求めています。メーカーは、ソーシャルメディアから以下のための情報を

得たいと考えています。 

 消費者がメーカーの製品をどのように利用しているか 

 顧客が満足していることの確認 



アマゾン ウェブ サービス – AWS でのビッグデータ分析オプション 

ページ 57/46  

 将来のロードマップの計画 

さまざまなソーシャルネットワークから情報を取り込むことは比較的簡単です

が、問題はインテリジェンスをプログラムで構築することです。メーカーは、

取り込んだデータをコスト効率の高いプログラム的アプローチで分析して分類

できることを望んでいます。そのためには、次の図に示すアーキテクチャを使

用できます。  

 

ソーシャルメディアの感情分析 

最初に行うことは、対象とするソーシャルメディアを決めることです。次に、

これらのサイトを対応する API でポーリングし、Amazon EC2 で実行するアプ

リケーションを作成します。 

次に、Amazon Kinesis ストリームを作成します。これは、データソースが

Twitter、Tumblr など複数になる可能性があるためです。これにより、新しく

追加されるデータソースごとに新しいストリームを作成でき、既存のアプリ

ケーションコードとアーキテクチャを使用できます。さらに、この例では、別

の Amazon Kinesis ストリームを作成して raw データを Amazon S3 にコピーし

ます。 
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アーカイブ、長期分析、および履歴参照の目的で、raw データは Amazon S3 に

保存します。Amazon S3 内のデータから追加の Amazon ML バッチモデルを実

行して予測分析を行い、消費者の購買トレンドを追跡できます。 

アーキテクチャ図で示しているように、Lambda を使用してデータの処理と正

規化を行い、Amazon ML に予測をリクエストします。Amazon ML から予測が

返されたら、その予測に基づいて Lambda 関数でアクションを実行できます。

たとえば、ソーシャルメディアの投稿をカスタマーサービスチームにルーティ

ングして詳細に検討できるようにします。 

Amazon ML で入力データに基づく予測を行います。たとえば、ML モデルを

構築してソーシャルメディアのコメントを分析し、顧客が製品にネガティブな

感情を持っているかどうかを判断できます。Amazon ML で正確な予測を得る

には、まずトレーニングデータを試し、ML モデルが適切に動作することを確

認します。初めて ML モデルを作成する場合は、「チュートリアル: Using 

Amazon ML to Predict Responses to a Marketing Offer」を参照してください。58

前述したように、複数のソーシャルネットワークを使用する場合は、予測の 

精度を高めるために、それぞれに別の ML モデルを作成することをお勧めし 

ます。 

最後に Lambda から Amazon SNS に実施可能なデータが送信され、詳しい調査

のためにテキストまたは E メールで適切なリソースに配信されます。 

感情分析の一環として、正確な結果を得るには、Amazon ML モデルを作成し

て定期的に更新する必要があります。特定のモデルに関する追加のメトリクス

として、正確性、誤検出レート、精度、リコールなどをグラフで表示できま

す。詳細については、「Step 4:  Review the ML Model Predictive Performance 

and Set a Cut-Off」を参照してください。59 

http://docs.aws.amazon.com/machine-learning/latest/dg/tutorial.html
http://docs.aws.amazon.com/machine-learning/latest/dg/tutorial.html
http://docs.aws.amazon.com/machine-learning/latest/dg/tutorial.html
http://docs.aws.amazon.com/machine-learning/latest/dg/step-4-review-the-ml-model-predictive-performance-and-set-a-cut-off.html
http://docs.aws.amazon.com/machine-learning/latest/dg/step-4-review-the-ml-model-predictive-performance-and-set-a-cut-off.html
http://docs.aws.amazon.com/machine-learning/latest/dg/step-4-review-the-ml-model-predictive-performance-and-set-a-cut-off.html
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Amazon Kinesis Streams、Lambda、Amazon ML、および Amazon SES を組み

合わせて使用することで、スケーラブルで簡単にカスタマイズできるソーシャ

ルリスニングプラットフォームを作成しました。この図は ML モデルを作成す

るアクションを示すものではないことに注意してください。このアクションは

最低 1 回実行します。ただし、通常はモデルを最新状態に保つために定期的に

実行します。新しいモデルを作成する頻度はワークロードによって異なりま

す。また、変更があったときにモデルをより正確なものにする場合に限り、作

成します。 

まとめ 

データの生成量や収集量が増えるに従って、分析から洞察をタイムリーに得る

には、スケーラビリティ、柔軟性、およびパフォーマンスに優れたツールが必

要です。ただし、ビッグデータのエコシステムでは新しいツールが目まぐるし

く入れ替わります。したがって、臨機応変に適切なツールを選択することは非

常に難しくなります。 

本書では、このような課題に対処するための最初のステップを提供していま

す。AWS プラットフォームには、ビッグデータを収集、処理、分析するため

のマネージド型サービスが豊富に用意されています。これらのサービスを利用

すると、ビッグデータアプリケーションの構築、デプロイ、スケールが容易に

なり、ツールの更新や管理に煩わされることなくビジネスの問題に専念でき 

ます。 

AWS には、ビッグデータの分析要件に対応できるソリューションが数多く用

意されています。ビッグデータアーキテクチャでは、通常、複数の AWS ツー

ルを使用して完全なソリューションを構築します。これにより、パフォーマン
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ス、耐障害性、コスト効率を可能な限り最大化して、厳しいビジネス要件を満

たすことができます。その結果、AWS のグローバルなインフラストラクチャ

で、ビジネスの成長に合わせて柔軟にスケールできるビッグデータアーキテク

チャが実現します。 

寄稿者 

本書の執筆に当たり、次の人物および組織が寄稿しました。 

 Erik Swensson、ソリューションアーキテクチャマネージャー、アマゾ

ン ウェブ サービス 

 Erick Dame、ソリューションアーキテクト、アマゾン ウェブ サービス 

 Shree Kenghe、ソリューションアーキテクト、アマゾン ウェブ サービス 

 

その他の資料 

AWS でビッグデータ分析の実行を開始には、以下の資料が参考になります。 

 Big Data on AWS60  

ビッグデータサービスの包括的なポートフォリオと、ビッグデータソ

リューションに関する AWS ビッグデータパートナー、チュートリア

ル、記事、AW Marketplace サービスなどの他のリソースへのリンクが

あります。サポートが必要な場合は、こちらまでお問い合わせくだ 

さい。61 

 

 

http://aws.amazon.com/big-data
https://aws.amazon.com/marketplace
http://aws.amazon.com/big-data/contact-us/
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 AWS Big Data Blog をお読みください62 

このブログでは、ビッグデータの収集、保存、最適化、処理、および視

覚化に役立つ最新の実例やアイデアが定期的に紹介されます。 

 AWS ビッグデータ Test Drive ラボをお試しください63 

AWS を使用してビッグデータの課題に対処するために設計された製品

の豊富なエコシステムをお試しください。Test Drive は AWS パート

ナーネットワーク (APN) のコンサルティングおよびテクノロジーパート

ナーによって開発されたものであり、教育、デモ、評価の目的で無償で

提供されています。 

 ビッグデータに関する AWS トレーニングコースを受講してください64 

Big Data on AWS コースでは、クラウドベースのビッグデータソリュー

ションと Amazon EMR を紹介します。Pig や Hive といった Hadoop 

ツールの広範なエコシステムを使用して、Amazon EMR でデータを処理

する方法について説明します。また、ビッグデータ環境の作成方法、

Amazon DynamoDB と Amazon Redshift の連携方法、Amazon Kinesis 

Streams の利点、ベストプラクティスを活用してセキュリティとコスト

効果に優れたデータ環境を設計する方法についても学習します。 

 ビッグデータ活用における AWS 国内導入事例をご覧ください65 

AWS クラウドで強力なビッグデータプラットフォームの構築に成功し

ている他のお客様の事例を参考にしてください。 

 

 

 

http://blogs.aws.amazon.com/bigdata/
https://aws.amazon.com/testdrive/bigdata/
http://aws.amazon.com/training/course-descriptions/bigdata/
http://aws.amazon.com/solutions/case-studies/big-data/
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ドキュメントの改訂 

改訂日 説明 

2016 年 1 月 Amazon Machine Learning、AWS Lambda、Amazon Elasticsearch Service に関す

る情報を追加し、全般的な更新を行いました 

2014 年 12 月 初版発行 
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http://docs.aws.amazon.com/ElasticMapReduce/latest/DeveloperGuide/emr

-manage-resize.html  

24 http://docs.aws.amazon.com/ElasticMapReduce/latest/API/Welcome.html  

25 http://docs.aws.amazon.com/ElasticMapReduce/latest/ReleaseGuide/emr-

hive.html  

26 http://blogs.aws.amazon.com/bigdata/post/Tx15AY5C50K70RV/Installing-

Apache-Spark-on-an-Amazon-EMR-Cluster  

27 

http://docs.aws.amazon.com/ElasticMapReduce/latest/DeveloperGuide/emr

-hbase.html  

28 

http://docs.aws.amazon.com/ElasticMapReduce/latest/DeveloperGuide/emr

-impala.html  

29 

http://docs.aws.amazon.com/ElasticMapReduce/latest/DeveloperGuide/Usin

gEMR_s3distcp.html  

https://aws.amazon.com/lambda/pricing
http://docs.aws.amazon.com/lambda/latest/dg/intro-core-components.html
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30 https://aws.amazon.com/machine-learning/  

31 https://aws.amazon.com/machine-learning/pricing/  

32 http://docs.aws.amazon.com/machine-learning/latest/dg/suggested-recipes.html  

33 http://docs.aws.amazon.com/machine-

learning/latest/APIReference/Welcome.html  

34 https://aws.amazon.com/dynamodb  

35 http://aws.amazon.com/free/  

36 http://aws.amazon.com/dynamodb/pricing/  

37 通常、サーバー側の平均応答時間は 1 桁台のミリ秒単位です。 

38 http://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/Streams.html  

39 DynamoDB では、UpdateTable API オペレーションを 1 回呼び出すだけで、プロ

ビジョニングされたスループットレベルを最大 100% まで変更できます。スルー

プットを 100% を超えて増やすには、UpdateTable を再度呼び出します。プロビ

ジョニングされたスループットは必要なだけ何回でも増やすことができますが、

減らすのは 1 日 2 回までに制限されています。 

40 http://aws.amazon.com/redshift/  

41 http://aws.amazon.com/s3/pricing/  

42 http://aws.amazon.com/redshift/pricing/  

43 http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/UserGuide/using-regions-

availability-zones.html  

44 http://docs.aws.amazon.com/redshift/latest/APIReference/Welcome.html  

45 http://docs.aws.amazon.com/redshift/latest/mgmt/working-with-

clusters.html#rs-about-clusters-and-nodes  

46 http://docs.aws.amazon.com/redshift/latest/dg/c_redshift-and-postgres-sql.html  

47 http://aws.amazon.com/redshift/partners/  

48 https://aws.amazon.com/elasticsearch-service/  

49 https://aws.amazon.com/ec2/pricing/  

50 https://aws.amazon.com/ebs/details/  
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51 https://aws.amazon.com/elasticsearch-service/pricing/  

52 https://aws.amazon.com/elasticsearch-service/faqs/  

53 https://aws.amazon.com/quicksight  

54 https://aws.amazon.com/ec2/  

55 https://aws.amazon.com/marketplace  

56 http://aws.amazon.com/autoscaling/  

57 http://aws.amazon.com/ec2/spot/  

58 http://docs.aws.amazon.com/machine-learning/latest/dg/tutorial.html  

59 http://docs.aws.amazon.com/machine-learning/latest/dg/step-4-review-the-

ml-model-predictive-performance-and-set-a-cut-off.html  

60 http://aws.amazon.com/big-data  

61 https://aws.amazon.com/marketplace  

http://aws.amazon.com/big-data/contact-us/  

62 http://blogs.aws.amazon.com/bigdata/  

63 https://aws.amazon.com/testdrive/bigdata/  

64 http://aws.amazon.com/training/course-descriptions/bigdata/  

65 http://aws.amazon.com/solutions/case-studies/big-data/  
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